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戦
前
、
大
阪
市
で
貧
し
く
て
働
か
ざ
る
を
得
な
い
子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
「
特
殊
小
学
校
」
が
設
置
・
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
広
く

知
ら
れ
て
い
ろ
。
有
隣
、
徳
風
、
豊
崎
の
諸
学
校
で
あ
る
。

近
年
、
そ
う
し
た
学
校
の
設
立
経
緯
や
背
景
、
学
校
教
育
と
子
ど

も
の
生
活
の
実
態
を
追
究
し
た
成
果
が
次
々
と
報
告
さ
れ
、
か
な
り

明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
ろ
。

例
え
ば
、
碓
井
隆
次
に
よ
る
『
ど
ん
ぞ
こ
の
こ
ど
も
ｌ
釜
ケ
崎

の
徳
風
学
校
記
ｌ
』
（
一
九
六
八
年
）
、
山
田
光
二
に
よ
る
「
大
正

期
に
お
け
る
被
差
別
部
落
の
子
ど
も
ら
と
教
育
ｌ
大
阪
の
夜
学
、

徳
風
、
有
隣
小
学
校
を
中
心
に
Ｉ
」
（
『
天
理
大
学
報
』
第
九
一
号
、

て
検
討
す
る
こ
と
に
力
点
を
置
い
て
い
ろ
。

な
お
、
国
民
学
校
期
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
解
明
を

は
か
る
予
定
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
ふ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
本
稿
中
、
「
尋
常
高
等
小
学
校
」
と
称
す
る
繁
雑
さ
を
避
け
る
た

め
、
。
般
小
学
校
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

⑪
公
立
小
学
校
転
換
へ
の
経
緯
と
背
景

夜
間
学
校
と
し
て
発
足
し
、
そ
の
後
昼
間
部
を
加
え
た
私
立
有

隣
、
徳
風
両
小
学
校
が
大
阪
市
に
移
管
さ
れ
た
の
は
、
大
正
十
一
年

四
月
で
あ
っ
た
。
大
正
十
一
年
移
管
を
目
指
し
て
、
そ
の
一
一
、
三
年

前
か
ら
、
あ
る
い
は
数
年
前
か
ら
準
備
が
始
め
ら
れ
て
い
た
、
な
い

し
は
、
空
気
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

し
た
が
っ
て
、
移
管
へ
の
背
景
を
お
さ
え
る
た
め
に
、
大
正
五
、
六

年
’
十
一
年
の
期
間
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
有
隣
、
徳
風
の
地
域
を
中

心
に
、
大
阪
市
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ろ
。

ま
ず
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
が
挙
げ
ら
れ
ろ
。
第
一
次
大
戦
に

よ
っ
て
大
阪
の
工
業
は
発
展
し
た
。
当
然
、
労
働
者
は
増
加
す
る
。

し
か
も
、
戦
争
に
よ
る
好
況
は
、
労
働
力
の
移
動
を
激
し
く
さ
せ
、

二
、
公
立
「
特
殊
」
小
学
校
の
成
立

『
は
じ
め
に

大
阪
市
直
営
「
貧
民
」
学
校
の

設
置
・
廃
校
過
程
と
そ
の
背
景

一
九
七
四
年
）
、
上
笙
一
郎
「
明
治
の
教
育
を
撃
つ
ス
ラ
ム
学
校
」

（
『
歴
史
読
本
』
一
九
七
八
年
七
月
号
）
、
白
石
正
明
「
有
隣
、
徳

風
の
子
ど
も
た
ち
」
今
大
阪
薬
科
大
学
教
養
論
叢
ぱ
い
で
い
あ
』

第
四
号
、
一
九
八
○
年
）
等
で
あ
る
。

以
上
の
先
行
研
究
か
ら
、
我
々
は
学
校
の
設
立
経
緯
、
維
持
運
営

費
、
子
ど
も
の
教
育
と
実
態
等
を
と
ら
え
得
る
し
、
研
究
の
視
点
を

学
ぶ
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
、
そ
う
し
た
遺
産
を
継
承
し
、
し
か
も
、
以
上
の
先
行
研

究
に
お
い
て
、
論
及
が
遅
れ
て
い
る
私
立
特
殊
小
学
校
か
ら
大
阪
市

直
営
学
校
転
換
後
の
教
育
に
つ
い
て
解
明
を
は
か
ろ
う
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
勤
労
学
校
へ
の
転
換
の
経
緯
、
勤
労
学
校
時

代
の
教
育
実
態
と
子
ど
も
の
生
活
及
び
国
民
学
校
へ
の
組
織
変
更
過

程
に
現
わ
れ
た
大
阪
市
、
学
校
側
の
構
想
を
カ
リ
キ
ラ
フ
ム
を
含
め

各
産
業
部
門
の
う
ち
、
例
え
ば
、
重
工
業
は
熟
練
労
働
者
の
需
要
を

一
層
増
大
さ
せ
、
し
た
が
っ
て
賃
金
が
上
昇
し
た
反
面
、
不
熟
練
工

は
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
に
、
み
じ
め
な
生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
窮
乏
化
し
た
不
熟
練
労
働
者
層
は
、
大
阪
市
周
辺
、
接
続
町

（
１
）
 

村
へ
流
れ
込
み
、
よ
り
大
き
い
ス
ー
フ
ム
街
を
形
成
し
て
い
く
。
徳
風

小
学
校
児
童
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
と
な
る
今
宮
町
、
心
華
小
（
豊
崎

校
の
前
身
）
を
含
む
豊
崎
町
に
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
都
市
貧
民
街

が
形
成
さ
れ
る
過
程
を
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
２
）
 

『
大
阪
府
百
年
史
』
は
、
屑
物
行
商
、
－
何
車
引
き
に
従
事
す
る
労

働
者
及
び
仲
仕
、
古
物
商
の
増
加
を
指
標
に
、
今
宮
、
豊
崎
の
貧
民

集
住
傾
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
ろ
。
そ
の
状
況
は
第
一
表
、
第
二
表

の
通
り
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
日
本
の
資
本
主
義
の
発
展
は
都
市
を
膨
張
さ
せ
、
そ

の
過
程
で
貧
民
街
を
形
成
し
、
そ
の
な
か
で
釜
ケ
崎
の
貧
民
層
は
低

（
３
）
 

賃
金
労
働
力
の
供
給
源
、
老
廃
し
枯
渇
し
た
労
働
力
の
廃
棄
場
所
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
。
当
然
、
彼
ら
の
生
活
は
家
族
五
’
七

人
で
三
畳
も
し
く
は
四
畳
半
の
家
に
住
む
者
が
半
数
以
上
を
占
め
ろ

（
４
）
 

こ
と
に
な
る
。

こ
の
状
態
を
「
今
宮
町
志
』
は
、
「
釜
ケ
崎
は
四
十
余
軒
の
木
賃

●
●
●
●
●
 

●
●
●
●
 

宿
を
有
し
各
地
よ
り
の
落
伍
者
集
団
し
、
風
紀
衛
生
の
醜
汚
な
る
、

●
●
●
●
●
●
●
 

思
想
の
険
悪
な
ろ
従
て
悲
惨
事
の
頻
発
す
る
等
一
一
一
一
百
語
に
絶
し
、
宮
公

赤
塚
康
雄
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第２表豊崎町（＋三橋署）の「貧民」増加の傾向

106 

第１表今宮町（住吉署）の「貧民」の増加の傾向

７ ６ ５ 大正３年Ｉ４ 大正３年Ｉ４ ５ ６ 

８１８ 

(367.3） 

８４０ 

(376.7） 

６２８ 

(281.6） 

６０１ 

(269.5） 

２２３ 

(100） 

Ｊ
 

７
０
 

８
０
 

３
１
 
く

５００ 

(129） 

５１５ 

(133） 

６６５ 

(171.8） 

屑物行商屑物行商

１，２７７ 

(341.4） 

１，２７０ 

(339.6） 

８５８ 

(229.4） 

５１７ 

(138.2） 

３７４ 

(100） 

９７ 

(100） 

152 

(156.7） 

２９６ 

(305.2） 

３１５ 

(324.7） 

荷車引き

９０２ 

(153.9） 

８２８ 

(141.3） 

６７１ 

(114.5） 

８８６ 

(151.2） 

２５５ 

(100） 

ｴ８８ 

(73.7） 

５５２ 

(216.5） 

５８６ 

(229.8） 

】Ⅱ

仲仕

3,336 

(823.7） 

１
０
 

１
〆

船
脳

１
２
 

／
し

８８４ 

(218.3） 

７３１ 

(180.5） 

５８９ 

(100） 

4０ ６３１ 

(107.1） 

７２５ 

(123.1） 

８９２ 

(151.4） 

古物商
(100） 

注Ｌ（）内は大正３年を100としたときの割合。
２．小数第２位四捨五入。

３．＋三橋署管内全体の調査であるが、豊崎町が圧倒的に多数を占めている。
４．『大阪府百年史』p848より作成。

注エ．

２． 

３． 

４． 

（）内は大正３年を100としたときの割合。
小数第２位四捨五入。

住吉署管内全体の調査であるが、今宮町が圧倒的に多数を占めている。
『大阪府百年史」P848より作成。

ろ
う
。

小
河
の
心
配
は
事
実
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。
大
正
七
年
七
月
一
一
三

日
、
富
山
に
発
し
た
米
騒
動
が
一
八
月
に
入
っ
て
大
阪
に
波
及
し
た

が
、
そ
の
中
心
は
今
宮
で
あ
っ
た
。

七
月
に
入
っ
て
、
米
価
は
騰
貴
し
た
。
当
時
警
察
官
で
さ
え
給
料

だ
け
で
は
生
活
で
き
ず
、
妻
に
内
職
さ
せ
る
か
、
自
身
も
非
番
の
曰

に
は
そ
れ
を
手
伝
う
と
い
う
状
態
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ

（
７
）
 

ん
、
退
職
者
が
続
出
し
て
い
た
。
貧
し
い
労
働
者
は
ど
の
よ
う
な
状

態
に
あ
っ
た
か
想
像
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。
八
月
に
入
る
と
釜
ヶ
崎
の

め
し
屋
は
店
を
閉
じ
て
し
ま
う
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
八
月
の
九
日
か
ら
一
○
日
に
か
け
て
、

釜
ケ
崎
の
木
賃
宿
四
五
軒
の
二
七
○
○
人
の
労
働
者
を
中
心
に
今
宮

町
民
の
蜂
起
と
な
っ
て
、
大
阪
の
米
騒
動
は
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

米
騒
動
を
契
機
に
、
な
い
し
は
教
訓
に
し
て
、
大
阪
府
・
市
は
、

社
会
問
題
の
研
究
、
社
会
事
業
の
取
り
組
み
を
開
始
す
る
。
市
民
館

の
建
設
、
公
設
市
場
、
簡
易
食
堂
の
増
設
、
共
同
宿
泊
所
、
診
察

所
、
託
児
所
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
大
正
九
年
四
月
に
は
社
会
部
を

（
８
）
 

設
置
し
て
い
る
。

米
騒
動
を
契
機
に
し
た
行
政
施
策
は
、
教
育
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
か
。

大
正
時
代
に
入
っ
て
、
第
一
次
大
戦
の
影
響
で
、
大
阪
の
商
工
業

が
著
し
く
発
展
し
た
こ
と
及
び
低
賃
金
労
働
者
が
数
多
く
生
み
出
さ

更
も
殊
に
警
察
官
で
す
ら
も
其
職
務
を
執
行
し
得
な
い
状
態
で
あ
つ

（
５
）
 

た
」
と
述
べ
て
い
ろ
。
屑
物
一
間
、
荷
車
引
き
を
始
め
と
し
た
低
賃
金

労
働
者
、
働
け
な
く
な
っ
た
年
老
い
た
労
働
者
を
落
伍
者
と
み
な

し
、
彼
ら
の
著
し
い
増
勢
を
集
団
し
、
と
と
ら
え
、
そ
の
生
活
ぶ
り

を
醜
汚
、
考
え
方
を
険
悪
と
、
み
な
し
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、

問
題
で
あ
っ
た
の
は
「
思
想
険
悪
」
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
知
事
に
招
か
れ
て
、
大
正
一
一
年

四
月
以
降
、
嘱
託
と
し
て
、
社
会
事
業
の
指
導
監
督
に
当
た
っ
た
小

河
滋
次
郎
は
、
い
み
じ
く
も
、
「
大
阪
市
そ
の
も
の
に
と
っ
て
は
一

つ
の
脅
威
を
な
し
、
其
の
状
あ
た
か
も
い
つ
爆
発
す
る
か
も
し
れ
な

い
火
薬
庫
を
眼
前
に
控
え
て
い
る
様
な
も
の
」
で
あ
り
、
大
阪
に
と

っ
て
こ
の
地
域
は
あ
た
か
も
危
険
な
ろ
一
大
火
薬
庫
の
何
等
の
防
備

な
く
し
て
開
放
せ
ら
れ
て
居
る
よ
う
な
も
の
」
と
治
安
面
か
ら
、
憂

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
更
に
行
政
官
と
し
て

は
、
「
文
明
都
市
と
し
て
、
ま
た
帝
国
商
工
業
都
市
と
し
て
の
体
面

（
６
）
 

を
傷
ふ
」
も
の
で
あ
る
こ
と
｛
ど
痛
感
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
ほ

ど
で
あ
っ
た
。

大
阪
南
部
に
対
し
て
、
北
部
の
豊
崎
町
も
同
様
の
状
況
が
生
じ
て

い
た
こ
と
は
、
第
二
表
か
ら
容
易
に
推
察
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
先
の
小
河
滋
次
郎
の
心
配
は
、
単
に
今
宮
の
み
に

と
ど
ま
ら
ず
、
豊
崎
も
含
め
て
、
大
阪
市
の
場
末
、
接
続
町
村
に
展

開
す
る
全
ス
ラ
ム
を
含
ん
で
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ



108 

109大阪市直営「貧民」学校の設置・廃校過程とその背景

第３表大阪市教育部による「細民」密集地帯における不就学児童数調査結果
れ
、
接
続
町
村
に
、
集
中
し
て
住
ん
で
い
る
こ
と
は
既
に
明
ら
か
に

し
た
が
、
当
然
、
こ
の
時
期
は
、
学
齢
児
も
増
え
、
教
育
の
問
題
が

ま
す
ま
す
論
じ
ら
れ
る
時
期
で
あ
っ
た
。

ス
ラ
ム
の
子
ど
も
の
教
育
は
、
有
隣
へ
徳
風
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
私
立
学
校
の
形
で
民
間
ま
か
せ
で
行
わ
れ
て
い
た
。
対
照
的
に

東
京
都
で
は
、
萬
年
、
三
笠
、
鮫
橋
の
一
一
一
校
が
明
治
一
一
一
六
年
、
行
政

の
手
で
設
立
さ
れ
た
の
を
手
始
め
に
、
続
々
と
生
ま
れ
て
い
く
。
こ

の
東
京
の
施
策
に
比
較
し
て
、
大
阪
の
場
合
、
行
政
施
策
の
遅
れ
と

し
て
、
識
者
の
眼
に
う
つ
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
大
阪
の
や
り
方
に
対
し
、
朝
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
救
済
事

業
研
究
会
な
ど
は
批
判
的
な
見
解
を
持
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
毎
日

新
聞
は
「
ド
ン
底
生
活
」
と
い
う
特
集
を
連
載
し
て
い
た
が
、
そ
の

な
か
で
、
「
大
阪
は
、
｜
の
市
立
特
殊
小
学
校
す
ら
な
く
、
僅
か
に

私
立
の
徳
風
、
有
隣
、
累
徳
、
心
華
、
愛
染
橋
等
の
特
殊
小
学
校
（
又
は

夜
間
学
校
）
の
存
在
す
る
事
に
よ
っ
て
、
若
干
の
貧
童
を
収
容
教
育

す
る
だ
け
だ
か
ら
、
従
っ
て
就
学
歩
合
の
東
京
に
比
し
は
る
か
に
劣

等
で
あ
ろ
を
免
れ
な
い
」
と
批
判
し
、
大
正
七
年
に
は
、
朝
日
新
聞

は
、
大
阪
市
は
、
「
貧
児
教
育
を
私
設
学
校
に
一
任
し
て
僅
少
な
補

（
９
）
 

助
を
支
給
す
る
ほ
か
傍
観
視
し
て
い
ろ
」
と
批
判
し
て
い
ろ
。

こ
う
し
た
批
判
を
浴
び
な
が
ら
、
そ
し
て
必
要
を
感
じ
な
が
ら
も
、

大
阪
市
の
教
育
行
政
は
、
一
歩
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
。

し
か
し
、
米
騒
動
の
勃
発
は
、
い
つ
ま
で
も
、
ス
ラ
ム
や
部
落
の
子

調査者｢紬民」密集地帯名 不就学児童数

小寺警部補(1)市外、今宮町方面（通称釜ケ崎及其附近） ６００ 

戒 署(2)市内今宮（広田町､東関谷､日本橋､下寺町） 1８４ 

広田巡査(3)北島町 ４００ 

矢倉巡査部長(4)市外、豊崎町 ５００ 

佐藤巡査部長(5)天神橋、葉村町 ５００ 

注1．「大阪市二於ケル細民密集地帯ノ廃学児童調査卜特殊学校/建設ニツキ

テ」（部落解放研究所編『大阪同和教育史料集』第５巻、ｐ245～6）よ
り作成。

２．不就学児童数は推定概数である。

ど
も
一
と
富
豪
の
善
意
に
た
よ
る
慈
善
学
校
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と

は
で
き
な
い
情
勢
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。
救
貧
と
同
時
に

治
安
対
策
面
か
ら
、
施
策
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
悟
り

始
め
る
の
で
あ
る
。
大
正
七
年
以
降
、
林
、
小
河
の
コ
ン
ビ
で
大
阪

●
●
 

の
社
会
事
業
が
本
格
化
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
教
育
行
政
を

動
か
す
要
因
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
よ
う
。

大
阪
市
の
教
育
補
助
金
が
、
米
騒
動
の
前
と
後
で
は
、
大
き
く
異

な
る
と
こ
ろ
を
み
て
も
、
米
騒
動
が
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ

を
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。
例
え
ば
、
有
隣
小
学
校
に
対
す
る
市
の

補
助
金
は
、
大
正
七
年
八
○
円
、
一
八
年
五
○
○
円
、
九
年
一
七
九
○

（
、
）

円
と
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い
く
の
で
←
の
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
米
騒
動
が
第
一
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
な
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
第
二
に
は
、
大
阪
の
社
会
事
業
が
本
格
化
し
始
め
ろ
と
い

う
行
政
施
策
の
進
展
、
第
三
に
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
等
の
私
立
依
存

へ
の
批
判
、
第
四
に
は
、
慈
善
行
為
の
教
育
上
の
疑
問
及
び
慈
善
に

頼
る
こ
と
の
教
育
の
限
界
（
教
育
の
権
利
の
主
張
ま
で
は
い
か
な

い
）
と
い
う
見
解
の
多
出
等
を
基
盤
に
、
私
立
学
校
か
ら
大
阪
市
立

学
校
へ
の
転
換
を
は
か
ろ
う
と
す
る
動
き
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
市
行
政
の
社
会
部
で
は
な
く
、
教
育
部
と
し
て
初

め
て
、
「
細
民
密
集
地
帯
」
を
調
査
し
、
そ
の
う
え
に
立
っ
て
「
特

殊
学
校
」
を
市
と
し
て
設
置
す
る
か
杏
か
を
決
定
し
よ
う
と
す
る
動

き
を
み
せ
ろ
。

大
正
一
○
年
に
、
大
阪
市
役
所
教
育
部
の
視
学
鈴
木
治
太
郎
を
こ

の
任
に
当
た
ら
せ
今
宮
、
日
本
橋
、
北
島
町
、
豊
崎
、
天
神
橋
六
丁

目
の
「
細
民
密
集
地
帯
」
を
調
査
し
、
公
立
「
特
殊
学
校
」
建
設
の

可
否
を
導
き
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
「
大
阪
市
一
一

於
ケ
ル
細
民
密
集
地
帯
ノ
廃
学
児
童
調
査
卜
特
殊
学
校
ノ
建
設
ニ
ッ

キ
テ
」
と
題
す
る
「
報
告
書
」
に
提
示
さ
れ
て
い
ろ
。
こ
こ
で
い
う

「
廃
学
児
童
」
と
は
今
日
い
う
不
就
学
児
童
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

時
の
調
査
に
よ
る
と
「
廃
学
者
」
数
は
第
三
表
の
よ
う
に
報
告
さ
れ

て
い
ろ
。

以
上
の
よ
う
に
、
各
密
集
地
帯
ご
と
に
不
就
学
児
童
数
を
算
出

（
推
定
）
し
、
更
に
不
就
学
の
生
じ
る
原
因
と
不
就
学
児
童
の
現
状

を
略
記
し
て
い
ろ
。

例
え
ば
、
今
宮
方
面
に
お
い
て
は
、
四
一
四
七
名
の
木
賃
宿
常
泊

者
は
、
あ
く
ま
で
宿
泊
人
と
し
て
扱
わ
れ
、
寄
留
で
は
な
い
の
で
、

「
従
ツ
テ
其
ノ
児
童
ハ
今
宮
町
役
場
ノ
学
齢
簿
ト
ハ
全
ク
無
関
係
ニ

シ
テ
入
学
ノ
督
促
モ
受
ケ
ス
造
ン
テ
就
学
セ
ン
ト
ス
ル
者
ア
ル
モ
公

立
学
校
一
一
入
学
ス
ル
コ
ト
ハ
頗
ル
困
難
ナ
ル
事
情
一
一
ア
リ
」
「
児
童

中
ノ
少
数
者
」
が
徳
風
小
学
校
や
四
恩
学
院
に
通
学
し
「
其
大
多
数

ハ
廃
学
ノ
儘
一
一
ア
リ
」
と
原
因
と
現
状
を
と
ら
え
、
し
た
が
っ
て
、

「
幼
キ
モ
ノ
ハ
木
賃
小
屋
周
囲
ノ
地
一
一
悪
戯
一
一
耽
り
精
々
長
シ
タ
ル

者
ニ
ア
リ
テ
ハ
各
種
ノ
少
年
労
働
一
一
従
事
シ
」
て
い
ろ
と
述
べ
て
い
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営
が
、
「
巡
査
が
事
務
を
と
る
、
そ
し
て
登
校
の
督
励
に
も
巡
回
す

．
（
、
）

ろ
と
い
う
警
察
の
学
校
」
か
ら
、
大
阪
市
直
営
に
転
換
し
た
こ
と

（
、
）

は
、
教
育
の
観
点
が
大
き
く
加
わ
っ
た
こ
と
←
ご
意
味
し
て
い
ろ
。

大
阪
市
の
学
事
に
関
す
る
一
切
の
統
計
を
掲
載
し
た
「
大
阪
市
学

事
統
計
』
に
は
、
「
自
大
正
十
一
年
至
大
正
十
二
年
」
腕
（
市
役
所

教
育
部
大
十
一
一
一
・
五
・
八
）
か
ら
、
当
然
、
有
隣
、
徳
風
の
こ
と

が
記
録
と
し
て
現
わ
れ
ろ
。
も
ち
ろ
ん
、
同
じ
大
阪
市
の
学
校
と
い

い
な
が
ら
、
他
の
一
般
公
立
小
学
校
と
は
異
な
る
内
容
が
認
め
ら
れ

ろ
。
そ
れ
を
押
さ
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
有
隣
、
徳
風
の
「
特
殊

性
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
「
学
事
統
計
』
の
記

述
を
追
う
こ
と
に
す
る
。

①
戸
数
人
口
及
学
齢
児
童

各
学
区
ご
と
に
戸
数
や
学
齢
児
童
数
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
徳

風
、
有
隣
の
場
合
、
「
学
齢
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
含
ま
れ
な
い
児
童

を
収
容
し
て
い
る
の
で
当
然
、
こ
れ
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。

②
小
学
校
と
い
う
欄
を
設
け
、
大
正
十
二
年
四
月
十
五
日
現
在

の
学
校
名
、
位
置
、
そ
の
他
学
校
の
設
置
負
担
区
域
、
創
立
年
、
校

地
坪
数
、
校
舎
建
坪
数
、
延
坪
数
、
教
室
数
、
運
動
場
坪
数
等
が
記

さ
れ
て
い
ろ
。
例
え
ば
、
有
隣
の
子
ど
も
が
本
来
通
学
す
る
、
栄
第

一
か
、
第
一
一
小
学
校
の
設
置
負
担
区
域
名
と
し
て
、
西
浜
南
通
三
丁

目
外
十
三
ケ
町
、
同
じ
く
、
敷
津
、
大
国
小
の
場
合
、
木
津
大
国
町

一
丁
目
外
十
三
ケ
町
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
有
隣
の
負
担

ろ
。
ま
た
、
豊
崎
方
面
の
状
況
に
つ
い
て
「
木
賃
宿
四
十
一
軒
」
だ

け
で
も
、
「
学
齢
児
童
数
四
百
七
名
内
公
立
小
学
校
一
一
通
学
ス
ル
モ

ノ
ニ
十
一
名
残
り
’
一
一
百
八
十
六
名
ハ
中
途
退
学
者
又
ハ
未
就
学
児

童
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
ろ
。

以
上
に
み
た
細
民
と
そ
の
子
ど
も
の
実
態
を
こ
の
ま
ま
放
任
し
て

お
く
こ
と
は
、
⑪
人
道
上
問
題
で
あ
り
、
②
国
家
社
会
の
物
質
的
損

失
で
あ
り
、
③
危
険
思
想
を
醸
成
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
大
商
工
業

都
市
大
阪
の
産
業
的
根
底
を
ゆ
る
が
し
か
ね
ず
、
そ
の
こ
と
は
、

「
我
帝
国
ノ
精
神
的
健
康
ヲ
危
ク
ス
ル
」
と
改
善
方
を
示
唆
し
た
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
、
大
人
は
不
良
化
し

て
い
る
が
、
子
ど
も
は
相
対
的
に
「
無
垢
ノ
状
態
」
に
あ
り
、
彼
ら

に
「
適
当
ナ
ル
教
育
ヲ
施
シ
是
等
細
民
ノ
第
二
世
ノ
魂
ヲ
救
フ
ト
共

一
一
此
ノ
教
育
事
業
ヲ
中
心
ト
シ
テ
子
供
ヲ
通
シ
テ
親
ノ
精
神
ノ
救
済

一
一
及
フ
」
こ
と
が
良
策
で
あ
る
と
提
案
し
た
。

こ
こ
で
は
、
子
ど
も
の
教
育
に
つ
い
て
も
ち
ろ
ん
配
慮
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
は
第
二
義
的
で
あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
「
帝
国
ノ
精
神

的
健
康
」
を
守
る
た
め
に
、
細
民
の
扱
い
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
た
め

に
子
ど
も
の
教
育
を
通
し
て
行
う
と
い
う
構
図
も
認
め
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

そ
の
た
め
の
学
校
を
市
と
し
て
設
置
す
る
か
否
か
、
そ
の
判
断
資

料
を
作
成
す
る
こ
と
が
鈴
木
ら
に
課
せ
ら
れ
た
今
回
の
調
査
目
的
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ろ
。

結
論
は
、
南
北
両
地
帯
の
う
ち
「
北
部
ニ
ハ
市
立
直
営
ニ
シ
テ
精

大
ナ
ル
学
校
ノ
設
置
ヲ
必
要
ト
シ
南
部
一
天
従
来
ヨ
リ
尽
力
サ
レ
タ

（
マ
マ
）

ル
特
二
心
家
経
営
ノ
事
業
ヲ
尊
重
シ
、
コ
レ
ノ
了
解
ヲ
得
一
プ
其
事
業
ヲ

継
承
シ
発
達
セ
シ
ム
ル
ヲ
可
ト
ス
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
豊
崎
地
域
に
は
新
た
に
市
立
特
殊
学
校
を
設
置
、
南
部

地
帯
は
、
従
来
の
私
立
有
隣
、
徳
風
を
市
が
継
承
す
る
こ
と
を
示
唆

す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
大
阪
市
教
育
部
と
し
て
の
見
解

は
固
め
ら
れ
、
市
立
学
校
へ
の
転
換
及
び
設
置
を
目
指
し
て
、
準
備

が
進
め
ら
れ
た
。

大
正
十
一
年
（
一
九
一
三
）
｜
｜
月
、
大
阪
市
会
で
、
有
隣
、
徳
風

を
市
直
営
に
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
、
大
正
十
一
年
度
か
ら
、
両
校

は
、
大
阪
市
立
小
学
校
（
直
営
）
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
豊
崎

地
域
は
、
勤
労
学
校
形
態
で
新
た
に
学
校
を
新
設
す
る
こ
と
を
予
定

し
た
。

②
大
阪
市
直
営
夜
間
特
殊
小
学
校
の
成
立
と
教
育

本
節
は
、
市
立
小
学
校
に
な
っ
た
徳
風
、
有
隣
の
教
育
の
状
況
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
置
い
た
。
但
し
、
市
立
小
学
校

を
名
の
る
の
は
、
大
正
十
一
年
か
ら
、
勤
労
学
校
へ
改
組
さ
れ
る
昭

和
二
年
ま
で
の
、
わ
ず
か
五
年
と
い
う
期
間
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
こ

こ
で
は
、
私
立
小
学
校
の
時
期
の
教
育
と
の
差
異
、
学
校
の
規
模
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
主
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
学
校
経

区
域
に
は
、
「
市
直
営
」
と
書
か
れ
て
い
ろ
。
徳
風
も
同
様
で
あ
る
。

（
“
）
 

大
阪
市
で
は
、
昭
和
一
一
年
一
一
一
月
一
木
曰
ま
で
、
学
区
制
が
採
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
負
担
区
が
、
学
校
の
財
政
を
支
え
て
い
た
が
、
有

隣
、
億
国
の
場
合
、
そ
れ
が
な
く
、
市
直
営
の
学
校
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
ろ
。
し
た
が
っ
て
、
財
政
面
に
つ
い
て
は
、
市
直
轄
学
校

歳
入
予
算
、
歳
出
予
算
の
項
に
商
業
学
校
、
盲
聾
校
な
ど
と
一
緒
に

（
巧
）

書
か
れ
て
い
ろ
。
そ
こ
に
特
殊
小
学
校
の
第
一
の
原
因
が
←
の
る
。
第

二
に
有
隣
一
一
四
○
、
徳
風
一
一
五
七
と
い
う
校
地
坪
数
は
、
他
の
学
校
に

比
し
て
飛
び
抜
け
て
狭
い
坪
数
で
あ
る
。
こ
の
規
模
の
校
地
し
か
な

い
学
校
は
例
外
的
に
大
宝
小
学
校
一
一
三
七
坪
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

但
し
、
大
宝
の
場
合
、
前
年
度
、
八
六
九
坪
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
ち

が
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ろ
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
大
阪
市
公
立
小
学

校
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
規
模
の
小
さ
い
学
校
に
な
る
。

③
学
級
数
の
欄
を
み
ろ
と
両
校
と
も
一
年
１
六
年
各
学
級
一
合

計
六
学
級
で
、
一
学
級
平
均
児
童
数
は
、
徳
風
五
三
、
有
隣
五
八
で

南
区
平
均
五
二
よ
り
や
や
多
い
と
い
う
情
況
が
認
め
ら
れ
ろ
。
ち
な

み
に
、
西
区
の
平
均
は
五
○
、
東
区
の
平
均
は
四
九
、
北
区
五
五

で
、
市
の
平
均
は
五
五
で
あ
っ
た
。

④
児
童
数
に
つ
い
て

第
四
表
中
、
勤
労
学
校
以
外
の
学
校
と
の
相
違
で
注
目
さ
れ
る
特

徴
は
、
夜
間
の
子
ど
も
の
職
業
に
関
す
る
記
載
で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
、
徳
風
の
子
ど
も
の
殆
ん
ど
が
、
職
業
よ
り
収
入
を
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第４表夜間小学校児童の特徴

八
年
か
ら
十
一
年
に
わ
た
っ
て
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
何

れ
の
年
度
か
、
確
定
で
き
な
い
が
、
児
童
総
数
三
五
一
一
一
名
中
一
七
六

名
が
職
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
、
子
守
一
一
一
七
人
一
一
、
下
駄
直
し
三
五
人

三
、
雪
駄
職
一
六
人
四
、
煙
草
職
工
一
四
人

五
、
硝
子
職
一
四
人
六
、
マ
ッ
チ
職
工
七
人

七
、
白
墨
職
七
人
八
、
靴
職

六
人

（
咽
）

（
五
人
以
下
略
）

こ
こ
で
井
上
は
、
「
自
分
等
の
稼
丈
で
は
其
日
を
送
れ
な
い
、
頑

是
な
い
七
つ
か
八
つ
の
子
供
に
迄
内
職
を
さ
し
て
糊
口
の
足
し
に
す

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ

に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
本
質
を
み
て
い
な
い
と
い
う
問

題
は
残
る
が
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
か
を
み
る
の
に

好
個
な
資
料
で
あ
る
。
下
駄
直
し
、
雪
駄
職
な
ど
、
部
落
に
特
有
な

仕
事
に
子
ど
も
が
働
き
に
出
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
大

阪
市
全
体
と
し
て
、
奉
公
人
、
家
事
手
伝
い
が
多
い
な
か
で
、
有
隣

校
の
き
わ
立
っ
た
特
徴
を
示
し
て
い
ろ
と
い
え
よ
う
。

一
般
に
奉
公
人
と
い
う
場
合
、
職
工
、
商
家
の
で
つ
ち
奉
公
な
ど

が
考
え
ら
れ
ろ
。
そ
れ
を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
技
術
も
高
ま
り
、

給
金
も
増
え
、
商
店
に
よ
っ
て
は
の
れ
ん
分
け
に
あ
ず
か
る
こ
と
も

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
ろ
。
し
か
し
、
有
隣
、
徳
風
の
場
合
、
そ
れ
は

不
可
能
に
近
い
。
い
か
に
労
働
に
従
事
し
よ
う
と
も
、
そ
の
場
限
り

▼
 

且
■
Ｉ
 

吃 ％ 

男

］ 

、
完
一
別
一
鉛
一
羽
一
卯
一
幻
一
ｍ

〆
｜
閉
一
組
｜
配
一
卯
一
弱

］ 
Ｕ
一
７
一
９
’
’
０
一
８
一
６

型
弼
一
別
一
的
一
繩

ロ
閂
】
』
【
Ｈ
】
’
【
【
】
』
□
Ⅱ
生
』
「
四

、
】
ソ
ロ

【
【
】

居
一
△
エ
｜
哉
尼
一
と
二

、
巴
。
【
Ⅱ
ヨ
グ
■
。
Ｒ
二

Ⅲ
Ⅲ
】
。
■
【
】
』
【
【
】

、
】
。
■
円
凸
■
。
【
■
】

Ｈ
】
』
ｎ
Ｍ
Ｊ
’
二
月
士
一
穴
、

ｕ
０
ｌ
９
］
０
－
８
 

０
一
５
’
０
一
９

即
一
釦
一
釦
一
帥

』
民
一
ハ
エ
一
一
斗
亘
心
一
二
国
二
△

日
】
二
引

即
一
妬
一
兜
一
ｍ

２ 

Ｈ
】
』
、

「1

Ｊ 

得
、
有
隣
の
約
半
数
の
子
ど
も
が
同
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
全
市
平
均
で
は
二
○
％
で
、
多
い
年
度
で
も
四
○
％
と
い
う
数

値
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
但
し
、
徳
風
の
場
合
、
一
○

○
％
得
て
い
る
年
度
も
あ
れ
ば
、
零
と
い
う
年
度
も
あ
る
と
い
う
よ

う
に
、
極
端
な
差
が
認
め
ら
れ
る
が
、
一
見
し
て
、
職
業
よ
り
収
入

を
得
て
い
る
子
ど
も
の
割
合
が
高
い
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
つ
ま

り
、
職
業
に
つ
い
て
収
入
を
得
て
家
計
を
支
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

子
ど
も
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ろ
。

本
表
よ
り
明
ら
か
に
な
る
第
二
の
特
徴
は
、
全
市
の
場
合
、
奉
公

人
と
し
て
働
い
て
い
る
子
ど
も
の
率
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
で
つ
ち
奉
公
、
職
工
に
な
っ
て
昼
間
働
き
、
夜
、
学
校
に
来
て

い
る
こ
と
を
推
定
で
き
ろ
。
そ
れ
に
対
し
て
、
有
隣
、
徳
風
の
子
ど

も
は
、
家
事
手
伝
、
も
し
く
は
、
親
に
つ
れ
ら
れ
て
働
き
に
出
る
こ

と
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ろ
。

こ
の
統
計
表
は
、
大
阪
市
の
夜
間
小
学
校
の
児
童
が
家
事
手
伝
い

か
奉
公
人
と
し
て
働
く
こ
と
が
多
い
と
い
う
一
般
的
事
象
を
第
一
義

に
し
て
、
作
成
し
て
い
る
の
で
、
有
隣
、
徳
風
の
よ
う
に
、
子
ど
も

が
働
き
に
出
ろ
と
い
う
こ
と
の
特
殊
的
な
事
象
に
つ
い
て
は
捨
象
さ

れ
、
し
た
が
っ
て
、
子
ど
も
の
仕
事
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
の
職
業
を
調
査
し
た
「
貧
民
窟
と
少
数
同
胞
』

（
九
五
頁
）
か
ら
、
有
隣
の
子
ど
も
の
職
業
を
み
て
お
こ
う
。
こ
の

書
は
大
正
十
一
一
年
六
月
に
出
版
さ
れ
て
お
り
、
序
言
に
よ
れ
ば
大
正

の
も
の
で
あ
り
、
将
来
へ
の
生
活
保
障
に
は
な
り
得
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
こ
に
同
じ
幼
年
労
働
と
い
っ
て
も
両
者
を
分
け
る
も
の
が

（
”
）
 

あ
っ
た
の
で
）
の
る
。

こ
の
こ
と
は
、
私
立
か
ら
大
阪
市
直
営
に
な
っ
た
に
し
て
も
、
社

会
構
造
に
変
化
が
な
い
以
上
、
児
童
労
働
に
変
り
が
な
か
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
ろ
。

た
だ
、
富
豪
の
慈
善
で
運
営
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
市
の
責
任
に

お
い
て
、
運
営
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
学
校
経
営
に
安
定
を
も
た
ら

せ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
教
師
は
市
か
ら
の
借
り
物

で
は
な
く
、
有
隣
、
徳
風
専
属
の
教
師
で
あ
り
、
我
が
狡
の
子
ど

も
、
我
が
狡
の
教
師
と
い
う
関
係
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
大
阪
府
編
『
大
阪
府
百
年
史
』
昭
和
四
三
年
、
八
四
七
頁
。

（
２
）
同
前
八
四
八
頁
。

（
３
）
同
前
八
三
六
頁
。

（
４
）
同
前
二
六
○
頁
、
詳
細
は
、
井
上
貞
蔵
『
貧
民
窟
と
少
数
同
胞
』

厳
松
堂
、
大
正
十
二
年
六
○
頁
’
六
九
頁
参
照
。

（
５
）
頁
本
義
保
『
今
宮
町
志
』
西
成
郡
今
宮
町
、
大
正
一
五
年
二
九
九

頁
。

（
６
）
前
掲
『
大
阪
府
百
年
史
』

（
７
）
碓
井
隆
次
『
ど
ん
ぞ
こ
の
こ
ど
も
ｌ
釜
ケ
崎
の
徳
風
学
校
記
Ｉ
』
教

育
タ
イ
ム
ス
社
、
昭
和
三
○
年
一
二
一
頁
。

（
８
）
『
民
生
事
業
史
年
表
』
一
一
一
一
一
’
三
七
頁
参
照
。

児童数

男 女

家事手伝
(％） 

男 女

奉公人
（％） 

男 女

職業により収
入を得る者％

男 女

大１２．４．１５

4０ 

145 

2,925 

2２ 

9０ 

875 

7.5 

24.8 

10.8 

4.5 

42.2 

29.0 

1.3 

10.3 

61.エ

０ 

22.2 

35.7 

80.0 

49.7 

23.9 

95.5 

48.9 

28.6 

徳風

有隣

全市

1３．４．１５ 

3９ 

115 

2,817 

2０ 

6９ 

938 

2.6 

19.1 

11.9 

1.５ 

24.6 

28.3 

5.0 

8.7 

53.4 

0 

1.４ 

29.6 

100 

47.0 

29.8 

100 

56.5 

35.3 

徳風

有隣

全市

1４．４．１５ 

2６ 

114 

3,178 

４ 

5０ 

1,421 

42.3 

13.2 

12.2 

100 

1４．０ 

26.5 

23.1 

6.1 

51.2 

０ 

０ 

37.6 

34.6 

7５．３ 

40.1 

０ 

50.0 

40.9 

徳風

右隣

△‐ 
－－ 市

1５．４．１５ 

3９ 

145 

３，m３ 

５ 

5１ 

1,205 

38.5 

2.8 

13.9 

60.0 

７．８ 

32.8 

15.4 

４．１ 

51.８ 

0 

5.9 

32.0 

46.2 

88.3 

29.9 

40.0 

60.8 

24.6 

徳風

有隣

全市
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》
つ
。既
に
大
正
十
一
年
四
月
十
二
日
、
南
部
で
は
、
有
隣
・
徳
風
を
大

阪
市
に
移
管
さ
せ
た
が
、
北
部
で
は
、
母
体
に
な
る
学
校
が
な
く
、

新
た
に
設
立
の
必
要
性
が
あ
り
、
遅
れ
て
い
た
が
、
私
立
心
華
小
学

校
を
発
展
さ
せ
た
形
で
、
「
東
宮
殿
下
ノ
御
慶
事
一
一
際
シ
特
一
一
貧
困

児
童
就
学
奨
励
ノ
為
御
内
努
金
御
下
賜
ノ
恩
命
ア
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
本

市
ハ
其
御
趣
旨
ヲ
体
シ
」
「
北
部
一
一
於
テ
新
ダ
ニ
本
校
ヲ
設
立
」
す

（
２
）
 

鵲
ス
）
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
 

の
そ
の
内
容
は
「
運
用
ノ
自
由
ア
ル
小
学
校
類
似
ノ
モ
ノ
ト
シ
児
重

圧
一
一
対
シ
学
用
品
被
服
ヲ
給
与
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
食
事
及
生
活
費
ノ
一

難
部
ヲ
補
給
シ
テ
就
学
ヲ
容
易
ナ
ラ
シ
ム
ル
ト
共
二
重
キ
ヲ
職
業
教
育

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
 

●
。
●
●
●

（
３
）
 

離
二
置
キ
併
セ
テ
普
通
教
育
ヲ
施
」
す
学
校
で
←
の
る
と
い
う
説
明
に
現

圖
わ
れ
て
い
ろ
。
小
学
校
類
似
と
は
、
年
齢
が
同
程
度
で
、
そ
の
教
則

設
一
七
基
に
教
育
す
る
と
い
う
様
な
意
味
に
過
ぎ
な
い
。
「
豊
崎
勤
労
学

纐
校
案
内
」
に
は
「
小
学
校
の
規
範
に
も
、
中
等
学
校
の
規
範
に
も
拘

埠
泥
せ
ず
に
、
特
殊
の
教
育
機
関
と
し
て
生
成
す
べ
き
使
命
を
負
っ
て

（
４
）
 

銀
居
ス
）
」
学
校
と
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
し
、
大
阪
市
の
教
育
要
覧
に

餅
は
特
殊
教
育
の
項
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

直
就
学
困
難
な
子
ど
も
に
補
助
金
を
出
し
、
就
学
を
容
易
な
ら
し
め
、

肺
職
業
教
育
を
主
と
す
る
学
校
で
あ
る
。
つ
ま
り
手
に
職
を
つ
け
る
学

大
稜
で
あ
っ
た
。
卒
業
後
自
立
生
活
を
で
き
る
能
力
を
つ
け
ろ
た
め
で

蝿
あ
っ
た
。
こ
の
学
校
に
就
学
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
、
「
親
の
仕
事
を

（
９
）
前
掲
『
ど
ん
ぞ
こ
の
こ
ど
も
Ｉ
釜
ケ
崎
の
徳
風
学
校
記
Ｉ
』
一
四
五

頁
。
，

（
Ⅲ
）
白
石
正
明
「
有
隣
・
徳
風
の
子
ど
も
た
ち
」
（
『
ぱ
い
で
い
あ
』
大

阪
薬
科
大
学
）
一
九
八
○
年
、
二
五
頁
。

（
ｕ
）
前
掲
『
ど
ん
ぞ
こ
の
こ
ど
も
』
一
○
三
頁
。

（
、
）
救
貧
、
治
安
対
策
が
前
面
に
出
た
私
立
時
代
と
は
異
な
り
、
そ
れ
ら

に
よ
り
な
が
ら
も
、
教
育
の
観
点
か
ら
学
校
経
営
が
な
さ
れ
る
方
向
へ

転
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
Ⅲ
）
市
立
移
管
は
大
正
十
一
年
四
月
、
し
た
が
っ
て
、
同
年
四
月
か
ら
市

の
直
営
学
校
に
な
っ
た
の
で
当
然
、
学
事
統
計
の
『
自
大
正
十
年
至
大

正
十
一
年
』
か
ら
掲
載
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
徳
風
、
有
隣
の

記
録
は
一
切
の
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
両
校
は
行
政
か
ら
み
れ
ば
、
当
初

こ
の
程
度
の
存
在
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
辿
）
学
区
制
に
つ
い
て
は
、
『
大
正
十
四
年
度
大
阪
市
教
育
要
覧
』
『
昭

和
二
年
度
大
阪
市
教
育
要
覧
』
二
頁
以
下
参
照
ｐ
『
財
政
合
理
化
大

阪
市
学
区
問
題
』
（
昭
和
六
年
、
大
同
書
院
）
に
も
詳
し
い
。

缶
）
前
掲
『
大
阪
市
学
事
統
計
・
自
大
正
十
一
年
至
大
正
十
二
年
』
一
六

五
頁
。

（
略
）
徳
風
校
の
場
合
、
井
上
の
調
査
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
在
籍

児
童
三
八
八
名
、
職
を
持
つ
児
童
一
七
九
名
で
、
そ
の
内
訳
は
次
の
通

り
で
あ
る
。
①
マ
ッ
チ
職
一
七
人
、
②
ガ
ラ
ス
職
一
五
人
、
③
赤
玉
洋

酒
屋
一
五
人
、
④
玩
具
職
一
二
人
、
⑤
鉱
金
職
一
二
人
、
⑥
鉄
工
職
九

人
、
⑦
専
売
職
工
九
人
、
⑧
夕
刊
売
九
人
、
⑨
キ
ャ
ラ
メ
ル
包
七
人
、

⑩
鍋
工
七
人
、
⑪
化
粧
品
屋
七
人
。

⑩
勤
労
学
校
の
成
立

鈴
木
ら
の
調
査
を
基
礎
に
、
大
阪
市
教
育
部
は
、
北
部
の
細
民
地

（
１
）
。

》
市
に
、
学
校
を
設
置
す
る
こ
と
を
構
想
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に

触
れ
た
。
そ
の
プ
ラ
ン
は
、
大
正
十
四
年
四
月
豊
崎
勤
労
学
校
の
設

立
と
な
っ
て
実
現
す
る
。
豊
崎
勤
労
学
校
の
校
長
を
歴
任
し
た
小
沢

伴
蔵
は
、
そ
の
箸
『
勤
労
学
校
と
教
育
の
実
際
』
（
鳳
林
堂
、
昭
和

六
年
付
録
一
頁
）
で
、
鈴
木
の
調
査
ｌ
市
会
決
議
に
つ
い
て
触
れ

て
い
ろ
。
調
査
が
学
校
設
置
に
有
効
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

手
伝
は
ね
ば
、
と
て
も
父
子
二
人
喰
っ
て
ゆ
け
な
い
と
い
う
の
で
、

三
度
の
食
事
を
学
校
で
与
へ
、
着
物
ま
で
被
せ
ろ
と
い
う
約
束
で
漸

（
５
）
 

く
入
学
を
納
得
さ
せ
」
た
児
童
も
あ
っ
た
と
い
う
。

生
徒
の
定
員
は
三
○
○
名
、
修
業
年
限
は
本
科
六
か
年
、
そ
の
う

え
に
一
年
の
補
習
科
を
置
い
た
。
本
科
は
小
学
校
尋
常
科
の
年
齢
に

当
た
る
子
ど
も
を
収
容
し
、
補
習
科
は
高
等
科
に
対
応
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
経
費
は
一
六
万
円
余
、
校
舎
は
大
正
十
四
年
一
一
一
月
に
竣
工

し
、
職
業
教
育
を
施
す
作
業
場
は
五
月
下
旬
完
成
、
教
室
は
十
二
月

に
竣
工
し
て
い
ろ
。
作
業
室
は
一
一
八
、
○
○
○
円
、
校
舎
は
六
○
、

（
６
）
 

○
○
○
円
要
し
た
と
い
う
。
職
業
教
育
に
力
点
の
か
か
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

従
が
っ
て
、
ま
ず
済
美
、
豊
崎
各
小
学
校
の
尋
常
科
を
卒
業
し
た

二
一
名
の
児
童
を
補
習
科
に
六
月
一
日
か
ら
受
け
入
れ
、
家
具
、
玩

具
、
塗
工
の
指
導
を
開
始
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
同
校
の
教
育
は
ま

ず
補
習
科
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
発
足
の
経
緯
は
そ
の
後
の
学

（
７
）
 

校
経
営
に
大
き
な
影
響
一
亡
与
》
え
、
補
習
科
に
か
な
り
力
が
注
が
れ
、

工
業
学
校
、
職
工
学
校
の
卒
業
生
と
同
等
の
力
を
持
つ
に
至
っ
た
と

（
８
）
 

い
｝
っ
。一
方
、
市
立
小
学
校
に
転
換
し
た
有
隣
・
徳
風
が
、
勤
労
学
校
に

再
転
換
し
た
の
は
昭
和
二
年
六
月
一
日
で
あ
っ
た
。
先
行
し
た
貧
民

用
の
職
業
教
育
機
関
と
し
て
豊
崎
に
合
わ
せ
よ
う
と
企
図
し
た
も
の

と
推
定
さ
れ
ろ
。
昭
和
二
年
度
以
降
、
大
阪
市
は
、
特
殊
学
校
と
し

、
マ
ッ
チ
、
ガ
ラ
ス
な
ど
、
右
隣
が
部
落
産
業
型
な
の
に
対
し
、
徳
風

は
や
は
り
ス
ラ
ム
型
を
呈
し
て
い
る
と
い
う
違
い
は
あ
る
。

（
Ⅳ
）
白
石
は
、
有
隣
９
億
風
と
他
の
夜
学
校
に
み
ら
れ
る
差
に
注
目
し
次

の
よ
う
に
い
う
「
市
立
日
本
橋
夜
学
校
な
ど
の
児
童
の
労
働
は
、
’
二

才
以
下
は
家
内
で
親
の
仕
事
を
手
伝
い
、
一
二
才
以
上
と
な
っ
て
他
家

に
雇
わ
れ
、
そ
れ
も
年
季
奉
公
と
い
う
か
た
ち
で
一
つ
の
職
業
に
熟
練

し
て
ゆ
く
の
だ
が
、
・
右
隣
Ｃ
徳
風
両
小
学
校
の
子
ど
も
の
場
合
は
、
は

じ
め
か
ら
家
庭
外
で
就
業
し
、
熟
練
を
必
要
と
し
な
い
職
種
に
つ
か
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
職
種
は
、
不
熟
練
な
る
が
ゆ
え

に
、
つ
ね
に
不
安
定
な
職
種
で
あ
っ
た
。
」
（
前
掲
「
有
隣
・
徳
風
の

子
ど
も
」
一
六
’
一
七
頁
）

三
、
勤
労
学
校
へ
の
転
換



第
二
表
の
一
週
間
当
た
り
の
時
間
数
に
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

勤
労
学
校
は
尋
常
小
学
校
に
比
べ
て
、
普
通
教
科
が
少
な
く
、
作
業

系
学
科
が
多
い
の
が
特
色
で
あ
る
。
但
し
、
普
通
教
科
の
な
か
で
も

理
科
は
多
い
。
作
業
学
科
と
関
連
が
深
い
た
め
と
推
定
さ
れ
る
。
図

画
の
多
い
の
も
作
業
科
の
製
図
へ
の
基
礎
の
含
み
を
持
た
せ
よ
う
と

し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
ろ
。

こ
の
よ
う
に
、
「
作
業
科
」
に
主
眼
の
置
か
れ
て
い
る
の
が
、
勤

景
労
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

晴
高
等
科
の
場
合
、
こ
の
傾
向
が
一
層
明
瞭
と
な
る
．
尋
常
科
ｌ

醍
本
科
と
同
様
に
、
高
等
科
ｌ
補
習
科
の
篝
と
毎
週
の
時
間
数
を

膿
比
較
し
た
の
が
、
次
頁
の
第
三
表
で
あ
る
。

鮒
勤
労
学
校
の
原
則
と
し
て
、
｜
般
校
の
高
等
科
に
当
た
る
補
習
科

閻
は
一
年
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
年
に
限
っ
て
検
討
を
加
え
ろ
と
、
い
わ

設
ゆ
ろ
普
通
教
科
と
さ
れ
る
国
語
、
算
数
、
理
科
、
地
歴
等
が
、
圧
倒

椥
的
に
時
間
数
の
少
な
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
修
身
は
二

蝉
分
の
一
、
国
語
は
六
分
の
一
、
算
術
は
四
分
の
一
の
時
間
数
に
し
か

熊
な
ら
な
い
こ
と
を
一
示
し
て
い
る
し
、
地
歴
、
理
科
、
図
画
、
工
作
、

餅
唱
歌
、
体
操
に
至
っ
て
は
全
く
と
ら
れ
て
い
な
い
。
総
時
間
数
は
同

直
じ
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
差
し
引
き
分
は
、
す
べ
て
作
業
科
に
回
し
た

肺
形
に
な
っ
て
い
ろ
。
当
然
、
普
通
教
科
の
学
力
は
、
不
足
し
た
こ
と

大
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
学
習
内
容
を
比
べ
て
み

Ⅳ
ろ
と
、
そ
の
差
は
実
に
大
き
か
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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て
、
こ
の
三
校
を
く
く
っ
て
い
く
。
こ
う
し
て
、
学
則
を
始
め
、
ほ

ぼ
類
似
の
教
育
体
制
が
と
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

三
校
と
も
勤
労
学
校
と
な
っ
た
昭
和
一
一
年
の
度
児
童
数
、
学
級

（
９
）
 

数
、
教
ご
員
数
、
経
費
等
は
、
第
一
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ろ
。

本
表
か
ら
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
各
校
と
も
本
科
六
ヶ
年
と
補

習
科
（
－
１
二
年
）
の
課
程
を
置
き
、
正
教
員
五
名
、
嘱
託
数
名
に

よ
っ
て
教
育
活
動
に
当
た
ら
せ
て
い
ろ
。

②
勤
労
学
校
の
学
校
教
育

勤
労
学
校
は
「
忠
実
に
働
く
習
慣
を
養
成
す
る
学
校
」
で
あ
り
、

（
、
）

「
働
か
な
い
者
は
、
本
校
の
生
徒
で
は
な
い
」
と
ま
で
考
え
ら
れ

た
学
校
で
あ
る
。
「
忠
実
に
働
く
事
に
よ
っ
て
知
識
技
能
を
修
得

（
ｕ
）
 

し
、
人
格
の
完
成
を
図
ろ
の
が
勤
労
学
校
」
で
あ
る
と
圭
一
で
さ
れ

た
。し
た
が
っ
て
、
働
く
こ
と
、
つ
ま
り
職
業
教
育
が
教
科
課
程
の
中

軸
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
勤
労
学
校
は
「
重

（
、
）

キ
ヲ
職
業
教
育
二
置
キ
併
セ
テ
垂
曰
通
教
育
ヲ
施
」
す
学
校
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
本
科
だ
け
に
限
っ
て
み
て
も
、
「
義
務
教
育
と
職
業
の

（
過
）

基
礎
的
陶
冶
」
を
な
す
学
校
で
あ
る
と
さ
れ
、
職
業
教
育
に
力
点
が

か
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
授
業
時
間
数
を
一
般
の
尋
常

小
学
校
と
比
較
す
る
と
そ
の
特
徴
が
一
層
明
ら
か
に
な
る
で
あ
る

》
っ
。

第２表勤労学校本科と尋常小学校の週時間数の比較
第１表各勤労学校の概要（昭和２年度）

蕊～:i芒｜’ ２ ３ ６ ４ ５ 

ユ（２）’１② １② 》
｜
州
一
慧
一
》
｜
搬
一
鍔
遁
轌

８（12）’４（９） ４（９） １（ 午
一
一

４（４） 7１ 

}２Ｓ 
３（２） 

2爵
エ（２）

３（３） 
￣ 

（女3）

10 ０ ８
’
９
 

『
】 四
一
船

】【、［

30麗霊Ｊｒ方－９Ｃ 「’
Ｌ」nKＷ 

数字は勤労学校本科の時間数。。（）は尋常小学校。
各勤労学校発足時の学則より作成。

注１．
２． 

校名 豊崎勤労学校 徳風勤労学校 有隣勤労学校 合計

設立年月 大正ユ４年５月 昭和２年６月 昭和２年６月

分科 本科昼補習科計
本科
届し 夜

補習科計
本科
ＥＬ 夜

補習科計

修業年限 6ケ年１ケ年 ６ケ年２ケ年 6ケ年１ケ年
１１ 

生徒定員 ３００ ２８０ ５２０ 1,100 

生徒現員 121６５１８６ 181,48,２４２５３ 288,171 ， 1３４７２ 911 

学級数 ４５９ ５ ， ３４１２ ６ ， ４１１１ 3２ 

教員数
員正
教

嘱託
計

－－－￣ 

５ 

６ 

1１ 

５ 

５ 

1０ 

－－－－ 

５ 

６ 

1１ 

1５ 

1７ 

3２ 

経費
費経
常

計

23,591 

23,591 

19,666 

19,666 

23,027 

23,027 

66,284 

66,284 
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第３表勤労学校補習科と高等小学校の時間数の比較（勤労学校発足時）貧
し
さ
、
差
別
の
淵
に
沈
む
親
か
ら
生
ま
れ
た
故
に
、
子
ど
も
た

ち
に
教
育
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
に
し
ろ
、
こ
う
し
た
教
育
保
障
で

は
へ
と
う
て
い
そ
こ
か
ら
脱
出
を
望
み
得
べ
く
も
な
く
〈
差
別
と
貧

し
さ
の
再
生
産
に
つ
な
が
っ
た
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
？

し
か
し
、
こ
う
し
た
子
ど
も
を
「
救
う
」
道
は
、
ま
ず
手
に
技
術

を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
し
か
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

置
か
れ
た
作
業
科
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

モ
デ
ル
校
と
さ
れ
る
豊
崎
の
補
習
科
を
例
に
と
る
と
、
男
子
の
場

合
、
家
具
部
、
玩
具
部
、
塗
工
部
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
「
工
具
使
用

法
、
工
作
法
実
習
、
塗
装
法
実
習
」
が
課
せ
ら
れ
て
い
ろ
。
そ
れ
が

週
三
○
時
間
の
学
習
の
中
心
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
９

女
子
の
場
合
は
、
和
裁
部
、
洋
裁
部
、
手
芸
部
に
分
か
れ
、
「
小

物
類
、
及
児
童
服
婦
人
服
ノ
裁
方
縫
方
」
「
和
服
ノ
一
般
的
裁
方
、

補
綴
及
手
入
」
及
び
「
編
物
、
刺
繍
ノ
ー
股
」
を
二
八
時
間
か
け
て

，
（
叫
）
．

学
習
す
る
の
で
←
の
る
。

そ
の
成
果
と
技
量
は
、
大
正
十
五
年
度
の
事
例
で
あ
る
が
、
「
大

大
阪
』
誌
の
一
記
者
の
次
の
報
告
か
ら
お
し
は
か
れ
よ
う
。
「
何
で

（
マ
マ
）

も
一
週
間
一
別
か
ら
農
崎
第
五
小
学
校
の
壊
れ
た
机
や
椅
子
の
修
繕
に

教
師
引
率
で
三
○
名
ば
か
り
が
出
掛
け
た
ば
か
り
だ
と
い
ふ
。
未
だ

修
業
中
の
生
徒
が
実
地
に
飛
出
し
て
果
し
て
う
ま
く
や
り
遂
げ
る

か
、
ど
う
か
、
最
初
は
ひ
そ
か
に
危
ふ
ま
れ
た
そ
う
だ
が
、
出
来
上

っ
た
成
績
を
見
る
と
、
児
童
用
机
四
百
、
腰
掛
三
百
、
講
堂
用
机
一
一

２ １年

１（２） １ 
修身

１（６） ４ 語国

1④ ３ 
算術

(2) 1 国史

(2) 1 
地 理

(2) ２ 科理

(1) 図 画

(1) 手工

(1) 歌

白
白

【
Ⅱ

(3) ２ 体操

(男5）
(女2）

1 業実

’ ｺﾞ④ 
家事

裁縫

作 法

百
、
教
壇
十
一
一
一
、
塗
板
四
、
一
一
一
角
棚
六
、
教
卓
五
、
一
戸
棚
二
、
帽
子

掛
一
『
塵
箱
一
一
、
傘
棚
下
駄
箱
各
一
と
こ
れ
だ
け
沢
山
の
器
具
類
を

僅
か
三
○
名
が
手
分
け
し
て
一
週
間
も
経
た
ぬ
う
ち
に
殆
ん
ど
修
繕

（
婿
）

一
七
終
へ
た
」
の
で
←
の
る
。

普
通
教
科
を
極
力
少
な
く
し
、
そ
の
時
間
を
作
業
科
に
ふ
り
わ
け

て
の
授
業
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
生
徒
た
ち
の
技
術
は
か
な
り
向
上
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

職
業
教
育
の
根
本
は
、
自
立
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
「
忠
実
に

働
く
事
に
よ
っ
て
、
知
識
技
能
を
修
得
し
、
人
格
の
完
成
を
図
ろ
の

（
咽
）

が
勤
労
学
校
の
目
的
」
と
さ
れ
た
。

そ
の
根
底
に
は
、
「
生
活
の
向
上
を
図
ろ
た
め
に
働
か
ね
ば
な
ら

ぬ
、
働
か
な
い
で
生
活
し
た
り
、
働
か
な
い
で
健
康
を
増
進
し
た

り
、
働
か
な
い
で
知
識
技
能
を
修
得
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
事
は
、

天
地
自
然
の
理
法
に
反
し
た
不
自
然
な
事
」
で
あ
り
、
「
不
自
然
と

（
巧
）

｜
云
ふ
事
は
、
破
滅
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
」
と
の
考
え
方
が
あ
り
、
貧

し
い
子
ど
も
た
ち
を
救
済
す
る
の
は
、
労
働
を
通
し
て
の
自
立
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
学
習
用
具
を
給
与
し
た

り
、
給
食
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
手
段
で
あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
精

神
的
救
済
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。
精
神
的
救
済
と

は
、
自
立
の
精
神
を
培
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
自
立
の
た
め
に
は
、

労
働
の
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
の
手
段
と
し

て
、
モ
ノ
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
単
に
モ
ノ
を
与
え
る
こ
と
は
惰
民

|⑱ 
和洋家具業作

０
 
３
 

男
１
－
１
－
１
１
 

具
一
工

木工玩

塗

1８ 裁洋

'一
裁和

芸」

ミシン

男子29時間，女子30時間。

豊崎勤労学校1年生分、但し２年は昭和14年以降徳風勤労学校分。
（）内は尋常高等小学校高等科。

注１．

２． 

３． 
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第４表勤労学校各年度児童数
を
作
る
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
は
恐
る
べ
き
罪
悪
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

Ｐ
 

た
。
こ
れ
は
今
日
も
通
用
す
る
重
要
な
指
摘
で
あ
っ
た
。

本
節
は
勤
労
学
校
に
通
学
し
た
子
ど
も
と
彼
ら
の
生
活
に
視
点
を

置
い
て
、
学
校
教
育
の
背
景
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

ず
、
勤
労
学
校
が
ど
の
程
度
の
規
模
で
、
ど
の
程
度
の
子
ど
も
が
入

学
し
卒
業
し
た
の
か
を
と
ら
え
て
お
き
た
い
。

第
四
１
六
表
か
ら
そ
の
傾
向
を
概
観
す
る
と
、
児
童
数
が
最
も
多

く
な
る
年
度
は
、
三
校
と
も
、
昭
和
九
年
で
あ
り
、
一
つ
の
ピ
ー
ク

に
達
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
（
第
四
表
参
照
）
。

入
学
児
童
数
は
、
昭
和
七
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
が
比
較
的
増
勢

を
示
し
、
卒
業
児
童
の
数
は
、
か
な
り
バ
ラ
つ
き
が
認
め
ら
れ
、
傾

向
と
し
て
は
、
昭
和
九
年
度
か
ら
十
三
年
度
に
か
け
て
が
ピ
ー
ク
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
焦
点
と
な

る
有
隣
・
徳
風
校
の
夜
間
卒
業
生
に
限
定
す
る
と
、
本
科
の
場
合
、

両
校
と
も
昭
和
二
年
が
四
七
名
、
一
二
名
と
最
も
多
く
卒
業
者
を
数

え
、
補
習
科
の
場
合
、
昭
和
七
年
の
一
六
名
、
八
名
が
最
も
高
い
。

但
し
、
後
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
途
中
編
入
、
退
学
が
多
い
の

で
、
調
査
対
象
時
点
で
、
そ
う
し
た
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を

断
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

尋
常
科
の
学
校
の
場
合
、
｜
年
生
に
入
学
し
た
子
ど
も
は
六
年
後

③
勤
労
学
校
の
子
ど
も
の
中
退
率
、
出
席
率

霞円:霊j』 ■ 
隣 徳 風有

|誌|薑
本科

補
習
科

補
習
科 計 計

昼間|夜間

７
２
０
 
２
３
３
６
 

剛
川
洲
酬

９
９
９
３
 

別
朋
溺
路
別
記
明

１
１
６
０
 

四
く
１
１
２

ｕ
１
２
３
４
５
６
７
８
９
 

正
和

大
昭

LＴＩ 
:ＯＦｉＩ 

ｈＩＺＦｉ【

D７１７０１２６ 

〃
“
３
３
 

、Ｉ６８１ＺＪⅡ■ 

５１］９３１６０ 

に
卒
業
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
六
年
を
へ
だ
て
て
、
入
学
、
卒
業
の
相

関
を
調
査
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
が
、
勤
労
学
校
の
場
合
、
中
退
、

途
中
編
入
が
多
く
、
相
関
を
調
査
し
て
も
、
そ
こ
に
意
味
が
認
め
ら

れ
な
い
と
考
え
ら
れ
ろ
。

ま
ず
、
一
年
間
の
途
中
編
入
、
退
学
の
状
況
を
み
て
お
こ
う
。
徳

風
校
の
昭
和
十
一
一
年
度
昼
間
部
の
入
退
学
状
況
を
示
し
た
第
七
表
か

ら
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
四
月
中
に
転
入
し
た
四
七
名
を
始
め
と

し
て
、
以
下
、
五
月
に
一
三
名
、
六
月
に
一
四
名
と
い
う
よ
う
に
、

三
月
ま
で
に
一
一
一
九
名
が
途
中
軽
入
学
し
て
い
ろ
。
こ
れ
に
対
し
、

中
途
退
学
者
は
四
月
に
一
三
名
転
出
し
た
の
を
皮
切
り
に
一
一
一
月
八
名

に
い
た
る
ま
で
に
、
実
に
一
三
八
名
も
の
退
学
で
あ
る
。
五
月
一
日

現
在
の
本
科
昼
間
部
生
は
二
九
七
名
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
退
学
者

を
差
し
引
く
と
、
残
り
は
一
五
九
名
で
あ
り
、
翌
三
月
ま
で
に
、
実

に
半
数
近
い
児
童
が
転
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
一
三
八
名

の
転
入
生
が
そ
の
後
を
埋
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
も
ち
ろ
ん
、
十

二
年
度
内
に
転
入
し
、
転
出
を
し
た
児
童
も
い
ろ
と
推
定
さ
れ
る

が
、
資
料
か
ら
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
）

こ
の
学
校
の
十
四
年
度
五
月
一
日
現
在
の
本
科
昼
間
部
児
童
総
数

は
二
九
九
名
で
あ
る
が
、
前
年
度
の
一
一
七
七
名
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て

い
る
と
し
て
も
、
そ
の
構
成
は
、
以
上
の
十
三
年
度
の
実
情
を
反
映

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
の
学
校
の
よ
う
な
一
つ
の
集
団
と
し
て
の

学
級
の
力
学
は
、
と
う
て
い
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
る

2９７１６９１６０ Ⅱ［ 

注１．各年度５月１日調。

２．大阪市教育部長発・大阪府学務部長宛「小学校二類スル各種学校廃止

二関スル件」（昭和15年11月９日付）添付資料より作成（『大阪同和

教育史料集』第５巻ｐ､280～281所収）。但し（）内は各学校調。

（本調査は勤労学校を国民学校に転換するに際し、大阪府へ報告のた

め作成されたもの)。

３．名学校から報告させた資料を学事課所蔵資料で修正したと推定され

る。学校からの報告とここに掲げた数字とではちがいがある。例えば

途中転入を入学としたりしているからである。

４．有隣、徳風校大正14年度・昭和1年度分は小学校。
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第６表卒業児童数

122 

第５表入学児童数（但し１年生入学）

、、奎竺隣崎 有豊 崎 隣豊 有 徳 風

菫不二三十 蘂'三壱夏

補
習
科

補
習
科

本科

補
習
科

補
習
科

本科 本科 本科

補
習
科計計 計 計計

昼間|夜間 昼間|夜間昼間|夜間 昼間|夜間

￣ 

①
｜
⑤
ｌ
１
ｌ
ｎ
ｌ
７
ｌ
ｕ
 

(21） 大正１４

(33） 昭和１ｑｌ コノ１１４℃

Ｕ
一
９

2６ 

坐
一
町
一
髄
一
Ⅲ

蛆
｜
賂
｜
超
｜
路
一
路
一
笏
一
Ⅲ
｜
“

２ L】ＩＱＪＩ」

田
｜
別
一
羽
一
五
｜
筋
一
町
一
別
一
冊
一
飴

5０１４８１１６１１６ ３ 〕７１３０ ５１１［ 

４
’
５
 

］’’１０６１３８１６２１６ s１１Ｃ ４ 0９１３９ 

四
一
胡
一
弘
｜
“
｜
町
一
関
一
卯

５１１６５１４〔５ 8０１１１０１１坐

８
｜
略

６
’
７
’
８
 

100 5２１６３１８１１６２１４Ｃ ６ 

8４１５０１２０ 

卯
一
兜
一
犯
一
兜
一
工

５８１１Ｉ４０Ｉ６５１ｂ８ ７ 

８
｜
巧

８
’
９
 ９ ４６１ＩＯｌ１Ｑ Ｊｌｂｂ 

|j斗口
1０ 11 5９１４９ 10 ５０’４９ Ｊ３１２Ｌｊ 

1４ 11 

、
Ⅲ
］
｝
【
【
】
ロ
【
【
】

ｎ
円
】
二
八
【
』

4４１１０１１９ 11 

万
一
船
一
弱

巧
一
８

1２ 1２ １OＬ ③Ⅱ⑥上１つ□

1３ 

ｎ
ｌ
】
ロ
【
】

８１１６８ １３ J１囮

８ 1４ 、Ⅱ石

辿
一
巧

9６１3日

1５ ｇｌｌ６２１３Ｃ 4Ｈｌｔ 4８１０ 

注Ｌ大阪市教育部長発・大阪府学務部長宛「小学校二類スル各種学校廃止

二関スル件」（昭和15年Ｕ月９日付）添付資料より作成（『大阪同和

教育史料集』第５巻ｐ､280～281所収）。但し（）内は各学校調。

２．有隣、徳風校大正14年度・昭和１年度分は小学校。

注1．大阪市教育部長発・大阪府学務部長宛「小学校二類スル各種学校廃止

二関スル件」（昭和15年11月９日付）添付資料より作成（『大阪同和

教育史料集』第５巻pd280～281所収）。但し（）内は各学校調。

２．右隣、徳風校大正14年２度・昭和１年度分は小学校。
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第７表徳風校入退状況
（昭和12年度）昼間部

う
。
単
な
る
数
字
Ｉ
量
Ｉ
だ
け
で
な
く
、
こ
こ
に
勤
労
学
校
の
児
童

の
質
を
読
み
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
一
年
入
学
か
ら
六
年
卒
業
ま
で
に
児
童
が
ど
の
程
度
、
中

退
し
て
い
く
の
か
、
ど
の
程
度
止
ま
る
の
か
を
、
徳
風
を
例
に
し
て

み
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

第
八
表
は
、
昭
和
九
年
四
月
入
学
の
児
童
を
追
跡
し
た
徳
風
校
作

成
の
資
料
で
あ
る
が
、
こ
の
年
度
末
に
は
七
七
名
い
た
児
童
が
二
学

年
終
了
時
に
は
六
五
名
に
な
り
、
三
学
年
末
に
は
五
一
名
に
な
り
、

と
い
う
よ
う
に
次
第
に
減
少
し
、
六
年
卒
業
時
の
十
四
年
度
に
は
三

四
名
に
減
少
し
て
い
ろ
。
男
女
別
に
み
ろ
と
、
女
子
の
減
少
が
男
子

よ
り
著
し
く
、
一
年
生
の
終
わ
り
に
二
九
名
在
籍
し
た
児
童
が
六
年

生
の
終
わ
り
に
は
二
名
に
な
っ
て
い
る
。
と
ど
ま
っ
た
歩
合
は
、

男
子
四
七
・
九
一
％
、
女
子
一
一
一
七
・
九
三
％
、
平
均
四
四
・
一
五
％

第９表徳風校出席歩合

う
し
た
傾
向
は
こ
の
年
度
の
み
な
ら
ず
、
他
の
年
度
に
つ
い
て
も
、

お
そ
ら
く
生
じ
て
い
た
と
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
と
す
れ

ば
実
質
は
、
も
っ
と
、
中
退
者
が
出
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
で

あ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
こ
こ
に
み
た
の
は
、
昼
間
部
に
限
っ
て
て
あ

る
が
、
夜
間
部
は
昼
間
部
よ
り
も
つ
と
顕
著
な
傾
向
を
示
す
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
ろ
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
資
料
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
。

以
上
か
ら
、
勤
労
学
校
に
お
い
て
、
中
途
入
退
学
者
が
異
常
に
多

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
次
に
出
席
の
状
況
を
み
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
。

中
途
入
学
の
多
い
な
か
で
の
出
欠
の
状
況
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

年度’億風 大阪市平均

昭和２年

３ 

４ 

86.71 

88.54 

ヨ
ー
ョ
ー
ョ
ー
ヨ
｜
ヨ
ー
ヨ
ー
ヨ
ー
ヨ
ー
弓
｜
弓
一
目
｜
目

８
一
４
一
６

Ｊ
一
１

86.07 

Ｈ
】
一
３
一
０
’
８

95.77 ５ 86.Ｗ 

『
■
ソ
』
△
句
宝
二
【
ｘ
］
』
【
Ｈ
】
二
穴
【
Ｕ
■
内
Ⅲ
Ｊ
』
【
ｘ
】
』
。
〃
圭
一
【
×
〕
一
［
ｘ
】
『
【
ｘ
」

Ｊ
ｌ
７
Ｊ
ｌ
ｏ
ｏ
ｌ
ｎ
プ
｜
、
皿

96.26 

６
’
７
’
８
 

81.１９ 

96.46 86.09 

96.27 80.52 

９ 96.45 79.21 ｜》一》Ｉ
 

、
｜
Ⅲ

95.98 

96.59 

８
一
２
－
ロ
）

ｕ
｜
田
｜
ｕ
｜
巧

83.83 

｜姜量84.33 

89.10 96.27 

96.23 

注徳風勤労学校「本校出席歩合」

『学事要覧』各年度版より作成

と
な
り
、
半
分
に
も
満
た
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

し
か
も
、
こ
の
資
料
を
み
る
う
え
で
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
な
か
に
は
、
途
中
で
編
入
し
た

子
ど
も
も
、
お
そ
ら
く
含
ま
れ
て
の
数
字
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
昭
和
九
年
の
本
科
入
学
者
は
、
第
五
表
か

ら
四
六
名
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
第
八
表
に
掲
げ
ら
れ
た
逓
減
表
で

は
七
七
名
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
数
字
が
正

し
い
と
仮
定
し
て
、
昭
和
九
年
五
月
一
日
現
在
四
六
名
の
児
童
が
昭

和
十
年
三
月
に
は
七
七
名
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ろ
。
つ

ま
り
、
一
一
二
名
の
途
中
入
学
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ

第８表昭和９年４月徳風校本科
昼間部入学児童の逓減表

あ
っ
た
ろ
う
か
。
第
九
表
は
、
勤
労
学
校
に
な
っ
た
昭
和
二
年
か

ら
、
昭
和
十
四
年
に
至
る
十
三
年
間
の
徳
風
勤
労
学
校
の
出
席
率
で

あ
る
。

大
阪
市
の
出
席
率
の
平
均
は
、
ほ
ぼ
九
六
％
台
を
維
持
し
て
い
る

か
ら
、
一
貫
し
て
一
○
％
内
外
低
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ

る
。例
年
出
席
率
が
八
五
％
程
度
を
示
す
こ
と
を
把
握
し
た
な
ら
ば
、

次
に
、
第
一
は
学
年
ご
と
に
、
第
二
は
月
別
に
出
席
率
を
追
跡
し
て

み
よ
う
。

ま
ず
学
年
別
で
あ
る
が
、
出
席
率
の
も
っ
と
も
高
い
の
は
八
七
・

四
四
％
を
示
す
四
年
生
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
一
年
生
か
ら
次
第
に
出
席
率
が
高
く
な
り
、
四
年
生
を
ピ
ー
ク

と
し
、
以
後
五
年
、
六
年
と
洋
裁
科
と
順
次
低
く
な
る
傾
向
を
第
一

○
表
か
ら
読
み
取
れ
よ
う
。
家
庭
的
に
恵
ま
れ
な
い
場
合
、
四
年
生

以
下
の
児
童
は
、
低
学
年
ほ
ど
通
学
す
る
こ
と
に
抵
抗
の
あ
る
こ
と

は
一
般
的
に
い
え
る
こ
と
で
あ
り
、
高
学
年
の
児
童
の
低
下
は
、
労

働
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い

ろ
。月
別
出
席
率
を
み
ろ
と
、
新
学
期
の
四
月
が
最
も
高
く
、
八
月
が

最
も
低
率
に
な
っ
て
い
ろ
。
四
月
は
新
学
期
早
々
の
こ
と
で
あ
り
、

子
ど
も
や
親
の
学
校
に
寄
せ
る
期
待
が
や
は
り
高
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
定
さ
れ
ろ
。
子
ど
も
自
体
の
新
学
年
へ
の
緊
張
感
も
あ
る

年
一木鉾

学陳
一
巴

計
一
汀
一
筋

年

昭和10年３月
（９年度末）

男
一
蛆

2年4０ 

閉
一
別

11 

３ 1２ 3１ 5１ 

2０ 5２ ４ 1３ 3２ 

Lil-
2７ 1４ ５ 

６年末
（卒業）

1４ 

2３ 11 3４ 1５ 

％ 47.91137.93 4４．１５ 

注徳風勤労学校長発・大阪市学務課長宛
報告書より作成

入学
退
学

男 女 計 男 女 計

4月 2１ 2６ 4７ ８ ５ 1３ 

5月 ３ 1０ １３ ４ ８ 1２ 

6月 ３ 1１ 1４ ６ ３ ９ 

7月 ３ １ ４ ４ 2０ 2４ 

8月 ２ ６ ８ 

9月 ３ 1４ Ⅳ ６ 1２ 1８ 

10月 ５ ２ ７ ３ ３ ６ 

11月 ２ ４ ６ ５ ５ 1０ 

12月 １ １ ８ ８ 

1月 ２ ２ ２ 1２ 1４ 

2月 ４ ９ 1３ ８ ８ 

3月 ５ ５ ５ ３ ８ 

計 4６ 8３ 129 4５ 9３ 138 



126 
127大阪市直営「貧民」学校の設置・廃校過程とその背景

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
授
業
を
重
ね
る
に
応
じ
て
、
子
ど
も
の
緊
張

感
が
ゆ
る
み
始
め
、
八
月
は
他
の
学
校
が
夏
休
み
を
取
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
下
が
る
も
の
と
推
定
さ
れ
ろ
。
そ
し
て
、
三
月
に
は

再
び
、
最
後
の
月
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
出
席
率
が
上
昇
す
る
と

い
う
傾
向
を
示
し
て
い
ろ
。

第
一
○
表
の
な
か
で
の
最
も
顕
著
な
事
象
は
、
一
年
生
四
月
の
出

席
率
が
九
六
．
五
五
％
と
い
う
異
常
な
ま
で
の
高
さ
で
あ
る
。
昭
和

十
一
一
年
度
の
全
市
平
均
出
席
率
（
九
六
・
三
一
％
）
な
み
の
水
準
を

示
し
て
い
ろ
。

一
年
と
し
て
の
緊
張
感
、
義
務
感
の
持
続
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
そ
の
ほ
か
の
要
因
に
こ
の
学
校
の
入

学
、
入
学
後
の
一
年
生
児
童
へ
の
教
育
的
配
慮
が
、
他
の
学
年
、
他

の
月
に
比
較
し
て
高
い
こ
と
を
挙
げ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

例
え
ば
、
保
護
者
へ
の
「
入
学
案
内
」
（
以
下
「
我
が
校
教
育
之

概
要
』
よ
り
）
は
、
漢
字
に
は
仮
名
を
ふ
っ
て
通
知
し
て
い
る
し
、

そ
の
ふ
り
方
も
、
「
現
住
所
」
に
「
イ
マ
ス
ン
デ
イ
ル
ト
コ
ニ
と
、

や
さ
し
い
読
み
か
え
さ
え
行
っ
て
い
ろ
。
昭
和
十
三
年
と
い
う
日
中

全
面
戦
争
直
後
の
空
気
の
反
映
も
あ
る
が
、
「
保
護
者
の
皆
様
へ
」

と
題
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
通
し
て
「
子
供
は
国
の
宝
で
、
国
か
ら

預
っ
た
家
の
後
継
者
で
す
」
と
い
わ
れ
て
は
、
や
は
り
学
校
へ
入
学

さ
せ
な
け
れ
ば
、
と
親
に
決
心
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。

子
供
に
宛
て
た
「
一
年
生
ノ
皆
サ
ン
へ
」
を
み
ろ
と
二
四
項
自
に

わ
た
っ
て
、
実
に
具
体
的
に
、
こ
と
こ
ま
か
に
注
意
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
。
例
を
挙
げ
ろ
と
、
ま
ず
。
、
朝
ハ
早
ク
オ
キ

テ
、
テ
ウ
ヅ
ヲ
ッ
カ
ヒ
、
歯
モ
ョ
ク
ミ
ガ
キ
ナ
サ
イ
」
と
起
床
か
ら

始
ま
り
、
「
三
、
友
達
ガ
デ
キ
タ
ラ
道
草
セ
ズ
ニ
学
校
ヘ
オ
出
デ
ナ

サ
イ
」
と
学
校
へ
導
き
、
「
四
、
生
徒
ニ
ナ
ッ
タ
ラ
泣
イ
テ
ハ
イ
ケ

マ
セ
ン
」
「
五
、
鼻
紙
ト
ハ
ン
カ
チ
ハ
忘
レ
テ
ハ
イ
ヶ
マ
セ
ン
」
と

生
活
指
導
上
の
注
意
を
親
に
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
与
え
、
「
六
、

キ
ッ
ト
休
ン
デ
ハ
イ
ケ
マ
セ
ン
」
と
欠
席
防
止
を
訴
え
、
最
後
に
は

（
烟
）

「
二
四
、
立
派
ナ
日
本
人
ニ
ナ
リ
マ
セ
ウ
」
と
結
ん
で
い
ろ
。
お
そ

ら
く
、
登
校
後
、
何
回
と
な
く
、
こ
う
し
た
諸
注
意
を
子
ど
も
た
ち

は
聞
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
緊
張
感
が
持
続
し
て
い
る
四
月
は

欠
席
は
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ろ
。
こ
う
し
た
き
め
細
か
い
指
導

が
そ
の
後
学
校
側
で
持
続
し
得
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
や
は
・

り
、
こ
こ
に
一
つ
の
原
因
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
欠
席
の
基
盤
は
貧
困
に
あ
る
こ
と
は
、
指
摘
す
る

ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
勤
労
学
校
の
置
か
れ
た
本
庄
長
柄
は
、
市
北
部
の
代
表
的
な
細
民
街

で
あ
る
。
大
正
十
五
年
時
点
の
状
況
を
伊
藤
満
謎
は
「
地
獄
小
路
、
大

松
館
表
、
二
十
五
軒
百
足
場
裏
、
田
安
裏
、
玄
町
庵
裏
な
ど
の
俗
称
を

有
す
る
地
区
」
と
し
て
、
一
戸
数
六
四
○
、
人
□
一
一
、
三
○
○
以
上
を
算

え
る
と
述
べ
て
い
る
。
更
に
、
職
業
は
「
紙
屑
買
、
日
傭
、
ブ
ラ
シ

職
、
ガ
ラ
ス
職
、
鍛
冶
職
、
遊
芸
人
」
が
多
く
、
「
木
賃
宿
」
に
住
む

第10表徳風勤労学校昭和12年度月別学年別出席率

人
の
多
い
の
が
特
色
だ
と
い
う
（
伊
藤
満
継
「
あ
る
密
住
地
区
の
現
状
」

『
大
大
阪
』
第
二
巻
第
八
号
、
大
正
十
五
年
八
月
、
大
阪
市
政
麓
会
、

五
九
頁
）
。
当
然
、
不
就
学
児
童
が
多
く
、
警
察
・
方
面
委
員
に
よ
っ

て
、
そ
う
し
た
児
童
を
集
め
た
の
で
あ
る
（
『
大
大
阪
』
第
二
巻
第
一

○
号
、
九
五
頁
）
。

（
２
）
大
阪
市
役
所
『
大
正
十
四
年
度
大
阪
市
教
育
要
覧
』
大
正
十
五
年
、

六
三
頁

（
３
）
同
前

（
４
）
小
沢
伴
蔵
『
勤
労
学
校
と
教
育
の
実
際
』
付
録
一
頁

（
５
）
『
大
大
阪
』
第
二
巻
第
一
○
号
、
九
五
頁

（
６
）
前
掲
『
大
正
十
四
年
度
大
阪
市
教
育
要
覧
』
六
三
頁
。
『
大
大
阪
』

第
二
巻
第
一
○
号

（
７
）
同
前

（
８
）
小
沢
校
長
発
・
菅
野
和
太
郎
宛
「
本
校
を
単
独
高
等
小
学
校
二
改
メ

レ
タ
キ
件
」
（
『
大
阪
同
和
教
育
史
料
集
』
第
五
巻
、
二
六
一
一
一
頁
）

（
９
）
大
阪
市
役
所
教
育
部
「
昭
和
二
年
度
大
阪
市
教
育
要
覧
』
昭
和
三
年

四
八
頁
、
四
九
頁
。
但
し
、
徳
風
・
有
隣
勤
労
学
校
の
「
設
立
年
月
」

を
昭
和
二
年
六
月
に
直
し
た
。

（
、
）
前
掲
『
勤
労
学
校
と
教
育
の
実
際
』
付
録
一
二
頁

（
ｕ
）
同
前

（
⑫
）
前
掲
『
大
正
十
四
年
度
大
阪
市
教
育
要
覧
」
六
三
頁

（
ご
前
掲
『
勤
労
学
校
と
教
育
の
実
際
』
付
録
三
頁

（
ｕ
）
前
掲
『
勤
労
学
校
と
教
育
の
実
際
』
付
録
五
’
六
頁

（
ご
「
市
立
豊
崎
勤
労
学
校
を
観
る
Ⅱ
工
場
の
や
う
な
小
学
校
作
業
場
の

日
ソ
』
６

丑
一
路
一
別
一
別

翌
虹
一
別
一
配
一
能
一
乱
一
醜
一
硬
一
副
一
団
一
＆
｜
＆

泥
一
列
一
関
一
加

蛆
｜
兜
一
皿
一
肥

鎚
一
蛆

空
、

粥
一
四
一
列
一
別
一
ｍ
｜
閉
一
期
一
団
一
朗
一
朗
一
別
一
難

卯
「
⑬
「
函
空
１
％
一
“
｜
“
’
四
一
肥
一
匹
別
一
必
一
花

】
ゴ
ｌ
ｐ
ｄ
ｌ
ｐ
ｄ
ｌ
ｐ
曰
｜
ロ
弓
一
百
局
一
百
句
一
口
曰
｜
ロ
同
一
ロ
曰
｜
目

盤
一
昭
一
兜
一
関
一
船
一
ね
一
団
一
闘
一
朗
一
醜
一
別
一
餌

光
｜
昭
一
朗
一
氾
一
調
一
両
一
ね

出
一
娼
一
弘
一
詔
一
卯
一
釦
一
朗
一
調
一
冊
一
別
一
池

Ｉ
１
１
 

１
 
８
１
２
Ｒ
 

３
 
２
９
１
９
 

鎚
一
駆
一
髄
一
乱
一
既
一
別
一
段
｜
既
一
団
一
団
一
厩

窒
艶
一
ｍ

犯
一
Ｗ
｜
犯
一
七

堅
朗
一
ｍ
一
駆
一
甑
一
ｍ

皿
一
切
一
別
一
Ｗ
一
帥
一
田
一
別
一
切
一
ｍ

弱
一
弘
｜
閲
一
皿
一
朗
一
朗
一
朗
一
出
一
朗
一
配

Ｊ
｜
ワ
Ｊ
ｌ
ｏ
ｏ
ｌ
ハ
ワ
｜
ｎ
ｍ

弘
一
皿
一
泥
一
団
一
卯
一
別
一
配

ｎ
Ｎ
】
二
【
】

竺
陀
一
弘
一
肥
一
匹

兆
一
Ｍ
｜
船

茎
弘
一
酌
｜
別

粥
一
だ
―
船

「
Ｕ
’
〔
【
】

Ｈ
】
’
ロ
』

)３１浬％’８０ 

注『我が校教育之概要」より作成。
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⑩
翼
賛
体
制
へ
の
収
欽

特
殊
学
校
と
し
て
の
勤
労
学
校
は
、
昭
和
十
六
年
度
を
期
し
て
公

立
（
大
阪
市
）
国
民
学
校
に
転
換
さ
れ
た
。
本
節
の
目
的
は
、
そ
の

背
景
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
国
民
学
校
制
度
の
発
足
は
、
昭
和
十
二
年
以
来

の
戦
争
の
進
行
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
。
昭
和
十
三
年
十
一
一
月

に
、
教
育
審
議
会
は
、
国
民
学
校
制
度
の
実
施
を
答
申
し
た
。
教
育

審
議
会
に
お
い
て
、
「
内
一
一
国
カ
ヲ
充
実
シ
外
一
一
八
絃
一
宇
ノ
帝
国

精
神
ヲ
顕
現
ス
ベ
キ
次
代
ノ
大
国
民
ノ
育
成
」
を
説
い
た
田
所
美
治

の
主
張
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
世
界
統
一
Ⅱ
侵
略
の
教
育
理
念
を

現
実
化
さ
せ
る
基
礎
と
し
て
、
国
民
学
校
を
構
想
し
た
の
で
あ
っ

た
。
世
界
統
一
は
即
ち
内
に
日
本
統
一
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
国
民

一
体
が
前
提
で
あ
っ
た
。
国
民
精
神
総
動
員
運
動
か
ら
翼
賛
運
動
へ

（
３
）
 

出
し
た
こ
と
を
意
味
１
〕
た
。

そ
の
典
型
は
水
平
社
運
動
の
消
滅
と
、
昭
和
十
六
年
六
月
中
央
融

和
事
業
協
会
が
大
政
翼
賛
運
動
に
編
入
さ
れ
、
同
和
奉
公
会
と
改
編

さ
れ
た
の
に
伴
い
、
融
和
教
育
か
ら
同
和
教
育
へ
転
換
し
た
教
育
の

す
が
た
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
水
平
運
動
と
い
う
特
別
な
運
動
は

許
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
文
部
省
が
同
和
教
育
指
導
冊
子
「
国
民
同
和

へ
の
道
』
を
刊
行
す
る
の
は
、
十
七
年
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
傾
向

と
風
潮
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
出
て
い
た
。
た
ま
た
ま
、
そ
の
時
点
で

文
部
省
が
ま
と
め
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
こ
に
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
同
和
教
育
は
侵
略
戦
争
遂
行
の
た
め
の
高
度
国
防
国
家
体
制
を

確
立
す
る
う
え
に
妨
害
と
な
る
部
落
差
別
を
克
服
す
る
こ
と
が
主
要

な
目
的
と
な
っ
て
い
っ
た
し
、
更
に
、
枯
渇
し
た
労
働
力
の
補
給
源

と
し
て
、
部
落
大
衆
の
労
働
力
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
の
な
か
で
積
極

（
４
）
 

的
か
つ
有
効
に
利
用
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
←
の
っ
た
。

幼
稚
園
、
保
育
所
の
一
一
元
的
存
在
に
つ
い
て
も
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
は

批
判
す
る
。
文
部
省
内
に
お
い
て
、
「
天
皇
の
赤
子
と
し
て
の
平
等
」

の
観
念
か
ら
一
元
化
が
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
社
会
事
業
に
し
ろ
、
部
落
問
題
に
し
ろ
、
特
別
な
こ

と
と
し
て
採
り
上
げ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
く
な
り
、
す
べ
て
は
、
フ

ァ
シ
ズ
ム
と
戦
争
へ
と
収
數
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る

だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
教
育
の
世
界
に
も
影
響
し
て
き
て
、
大
阪
市
に

お
い
て
勤
労
学
校
な
ど
と
い
う
特
別
な
学
校
は
許
さ
れ
な
く
な
る
の

設
備
Ⅱ
」
（
『
大
大
阪
』
第
二
巻
第
一
○
号
、
大
阪
都
市
協
会
、
大
正

一
五
年
一
○
月
）
九
二
頁

（
略
）
前
掲
『
勤
労
学
校
と
教
育
の
実
際
』
付
録
一
二
頁

（
Ⅳ
）
同
前

（
昭
）
徳
風
勤
労
学
校
『
我
が
校
教
育
之
概
要
』
昭
和
十
三
年
（
『
大
阪
同

和
教
育
史
料
集
』
第
五
巻
、
一
八
七
’
一
八
八
頁
）

四
、
公
立
国
民
学
校
へ
の
転
換
過
程

の
転
回
の
芽
が
そ
こ
に
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
う
し

て
、
す
べ
て
の
相
克
を
超
越
し
て
万
民
翼
賛
の
実
を
拳
ぐ
べ
き
組
織

の
結
成
へ
と
踏
み
出
す
の
で
あ
っ
た
。

教
育
の
場
に
お
い
て
も
、
当
然
、
挙
国
一
致
の
前
に
特
別
な
学
校

が
認
め
ら
れ
な
い
雰
囲
気
が
現
わ
れ
て
く
る
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
ま
さ

し
く
全
体
主
義
で
あ
り
、
特
別
な
制
度
を
認
め
な
か
っ
た
と
い
え
よ

←
つ
。社
会
事
業
に
も
、
そ
う
し
た
傾
向
が
及
ん
で
く
る
。

昭
和
十
四
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
六
大
都
市
の
社
会
事
業
協
議
会

の
活
動
も
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
戦
争
の
影
響
が
現
わ
れ
、
社
会
事
業
の

観
念
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
即
ち
、
従
来
の

都
市
に
お
け
る
社
会
事
業
は
「
事
後
的
救
済
」
で
あ
り
「
消
極
的
防

貧
」
で
あ
っ
た
と
し
、
今
後
は
「
国
策
に
沿
う
国
防
の
強
化
、
国
力

の
伸
張
に
寄
与
す
る
市
民
厚
生
事
業
」
へ
内
容
、
組
織
を
改
め
な
け

（
１
）
 

れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
←
と
一
示
唆
し
た
の
で
あ
っ
た
。

社
会
事
業
に
対
す
る
こ
う
し
た
考
え
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
強
化
に

比
例
し
て
、
ま
す
ま
す
強
ま
り
、
翌
十
五
年
八
月
に
は
、
慈
善
救
済

か
ら
国
策
遂
行
の
た
め
の
人
的
資
源
の
酒
養
へ
と
い
う
方
向
が
い
つ

（
２
）
 

そ
》
っ
は
っ
き
り
持
ち
出
さ
れ
る
時
期
に
さ
し
か
か
る
。

だ
か
ら
、
例
え
ば
方
面
委
員
の
仕
事
に
し
て
も
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
診

断
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
従
来
の
「
貧
困
者
の
救
済
」
か

ら
、
「
次
の
時
代
を
背
負
っ
て
立
つ
少
国
民
の
保
健
報
国
」
に
変
り

豊
崎
、
有
隣
、
徳
風
の
一
一
一
勤
労
学
校
は
、
昭
和
十
六
年
一
一
一
月
一
一
一
一

日
、
尋
常
高
等
小
学
校
に
改
組
、
翌
四
月
一
日
、
国
民
学
校
令
の
施

行
に
合
わ
せ
、
国
民
学
校
と
し
て
発
足
す
る
。
職
業
教
育
に
重
き
を

置
く
小
学
校
類
似
の
各
種
学
校
か
ら
、
普
通
教
育
の
学
校
へ
と
転
換

す
る
の
で
あ
る
。

勤
労
学
校
か
ら
小
学
校
へ
の
転
換
の
動
き
が
始
ま
る
の
は
、
昭
和

十
三
年
度
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
三
年
八
月
十
二
日
付
で
有
隣
、
徳
風

の
両
勤
労
学
校
長
名
発
の
教
育
部
長
宛
組
織
変
更
稟
申
が
な
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
変
更
へ
の
動
き
を
示
す
最
初
の
資
料
で
あ
る

と
推
定
さ
れ
ろ
。
そ
れ
だ
け
に
、
ど
の
よ
う
な
意
図
に
基
い
て
、
変

更
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資

料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ろ
。
ま
ず
、
本
資
料
に
添
っ
て
、
転
換
意
図

を
探
っ
て
お
き
た
い
。

①
転
換
案
の
提
起

「
勤
労
学
校
ヲ
小
学
校
へ
組
織
変
更
、
並
一
一
補
習
科
組
織
変
更
ノ

〔
Ｐ
。
）

儀
二
付
稟
申
」
（
一
目
隣
勤
労
学
校
長
藤
原
秀
次
・
徳
風
勤
労
学
校
長

小
森
俊
一
発
、
・
大
阪
市
教
育
部
長
菅
野
和
太
郎
宛
）
に
よ
れ
ば
、
結

論
か
ら
先
に
い
え
ば
、
過
去
十
か
年
に
わ
た
る
勤
労
学
校
教
育
の
体

験
と
貧
困
子
弟
教
育
の
本
質
か
ら
考
え
て
「
義
務
教
育
機
関
ダ
ル
小

で
あ
る
。

②
勤
労
学
校
廃
止
の
構
想
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学
校
一
一
還
元
復
帰
シ
其
ノ
上
貧
困
子
弟
ノ
特
殊
事
情
ヲ
考
慮
シ
テ
小

学
校
ノ
特
殊
化
経
営
ヲ
ナ
ス
ヲ
以
一
プ
最
良
適
切
」
と
「
確
信
」
す
る

に
至
っ
た
と
い
う
。
「
皇
国
未
曽
有
ノ
非
常
時
局
一
一
直
面
シ
下
層
国

民
ノ
尽
忠
報
国
ノ
至
誠
ノ
現
状
ヲ
眺
メ
諸
制
文
物
ノ
歴
史
的
曠
古
ノ

大
転
換
ヲ
画
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
当
り
貧
困
子
弟
教
育
ノ
重
大
性
ヲ
痛

感
」
す
る
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
訴
え
て
い
ろ
。
「
皇
国
未
曽
有

ノ
非
常
時
局
」
に
「
尽
忠
報
国
ノ
至
誠
ノ
現
状
」
は
「
下
層
国
民
」

に
な
お
弱
く
、
勤
労
学
校
で
は
、
そ
れ
を
期
し
難
い
こ
と
が
、
普
通

教
育
へ
の
転
換
を
思
い
た
っ
た
理
由
と
考
え
て
よ
い
が
、
そ
れ
は
、

前
節
に
み
た
社
会
事
業
、
水
平
運
動
、
幼
保
一
元
化
の
動
き
と
軌
を

一
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
「
特
別
」
を

認
め
な
い
と
い
う
時
局
に
便
乗
し
、
「
貧
困
子
弟
ノ
教
育
」
と
「
国

家
ノ
発
展
」
を
統
一
し
得
る
も
の
と
し
て
、
普
通
教
育
へ
の
転
換
を

は
か
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

「
理
由
書
」
は
、
「
組
織
変
更
ノ
理
由
」
と
「
学
則
改
正
ノ
理

由
」
を
明
ら
か
に
し
て
い
ろ
。

ま
ず
前
者
に
つ
い
で
あ
る
が
、
｜
番
目
の
理
由
と
し
て
、
「
国
民

ハ
等
シ
ク
尋
常
小
学
校
一
一
於
テ
義
務
教
育
ヲ
受
ク
ル
ヲ
以
テ
国
民
教

育
ノ
原
則
」
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
ろ
、
今
日
い
う
機
会
均
等
理

念
の
「
等
シ
ク
」
で
は
な
く
、
天
皇
の
赤
子
と
し
て
の
平
等
。
融
和

観
念
か
ら
き
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
貧
民
教
育
機
関
で

あ
る
徳
風
・
有
隣
も
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
嵐
の
外
に
い
る
こ
と
は
で
き

化
ヲ
図
ル
理
由
」
と
い
う
但
し
書
き
を
設
け
て
い
ろ
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
「
卒
業
後
直
二
社
会
二
出
デ
テ
活
動
ス
ル
」
こ
と
、
「
其
環
境

ノ
不
良
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
小
学
校
と
全
く
同
等
に
扱
え
な

い
事
情
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
お
も
ん
ぱ
か
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
、

「
勤
労
精
神
ノ
酒
養
」
と
「
品
格
ノ
錬
成
」
の
二
点
を
強
調
し
た
の

で
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
勤
労
学
校
以
来
の
伝
統
で
あ
る
「
自
力
更

生
」
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
時
代
を
反
映
し
て
、
「
造
ン
デ
国
家

（
マ
マ
）

の
負
托
二
任
ゼ
シ
ム
ル
」
た
め
に
、
少
年
時
代
よ
り
勤
労
の
体
験
を

持
た
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
後
者
（
品
格

の
錬
成
）
に
つ
い
て
は
、
「
不
良
環
境
二
生
活
ス
と
児
童
は
、

「
幾
多
ノ
悪
徳
汚
行
二
感
染
シ
」
、
「
粗
野
ナ
ル
品
性
」
を
持
っ
て

い
ろ
と
し
、
「
錬
成
シ
テ
高
尚
優
雅
ナ
ラ
シ
ム
ル
」
こ
と
を
教
育
上

の
課
題
と
し
た
の
で
あ
る
。

形
式
的
に
は
勤
労
学
校
に
は
な
か
っ
た
夏
季
休
業
曰
を
設
け
ろ
な

ど
、
一
般
小
学
校
に
近
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

補
習
科
は
逆
に
、
作
業
、
実
習
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
ろ
。
徳
風
勤
労
学
校
の
「
時
宜
一
一
依
り
修
業
年
限
一
ヶ

年
以
内
ノ
補
習
科
ヲ
置
ク
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
現
行
規
定
を

「
二
ヶ
年
ノ
補
習
科
ヲ
付
設
」
と
い
う
規
定
に
変
更
し
よ
う
と
し
て
い

る
し
、
そ
の
内
容
も
「
付
設
ノ
理
由
」
に
、
「
補
習
科
ノ
課
程
ヲ
改

善
充
実
シ
其
ノ
程
度
ヲ
高
〆
其
教
養
ヲ
深
〆
職
業
教
育
ノ
実
績
ヲ
増

な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
一
一
番
目
に
は
、
「
昼
間
一

般
小
学
校
ト
同
様
一
一
出
席
シ
」
な
が
ら
「
義
務
教
育
修
了
の
認
定
ヲ
与

へ
」
ら
れ
な
い
の
は
不
当
で
あ
る
と
い
う
理
由
を
挙
げ
て
い
る
が
、

こ
れ
も
天
皇
の
前
の
平
等
ｌ
高
度
国
防
国
家
体
制
に
お
け
る
同
和

教
育
論
と
同
じ
系
譜
で
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
原
則
に
立
っ
て
、
貧
困
児
童
教
育
は
、
「
小
学
校
ノ
特
殊

化
」
に
よ
っ
て
な
し
得
ら
れ
ろ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
主
張
は
、
当
然
「
学
則
改
正
ノ
理
由
」
に
敷
え
ん
さ
れ

て
い
く
。
つ
ま
り
、
「
人
格
陶
冶
ノ
諸
教
科
ヲ
軽
視
シ
作
業
科
ヲ
信

（
マ
マ
）

重
ス
ル
ハ
国
民
義
務
教
育
ノ
本
旨
二
一
民
ル
」
も
の
で
あ
り
へ
そ
の
よ

う
な
こ
と
で
は
、
「
児
童
ノ
学
徳
ヲ
十
分
開
発
シ
難
ク
国
家
ノ
進
運

一
一
添
上
難
」
き
状
況
に
陥
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
永
年
の
勤
労
学
校
教
育
の
体
験
か
ら
打
ち
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
「
貧
児
ハ
小
学
校
時
代
二
於
テ
充
分
一
一
智
徳
ヲ
練
磨

修
得
セ
シ
メ
置
カ
ザ
レ
パ
爾
後
之
ヲ
ナ
ス
機
会
少
シ
」
と
い
う
主
張

も
認
め
ら
れ
、
特
殊
教
育
に
当
た
る
学
校
の
主
張
の
側
面
と
迫
り
来

る
超
国
家
主
義
時
代
の
前
ぶ
れ
と
を
合
わ
せ
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
勤
労
学
校
教
育
を
一
般
小
学
校
教
育
化
し
、
小
学
校

教
育
の
枠
内
で
貧
困
子
弟
の
教
育
を
構
想
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
っ

た
。そ
の
た
め
に
、
予
定
改
正
学
則
の
第
一
条
に
、
「
小
学
校
ノ
特
殊

大
シ
貧
困
児
童
救
済
ノ
目
的
ヲ
達
成
セ
ン
ト
ス
」
と
具
体
化
し
よ
う

と
し
て
い
ろ
。
補
習
科
を
中
心
に
定
員
も
三
百
名
か
ら
五
百
名
へ
の

増
加
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
た
。

②
教
科
課
程
表
の
検
討

勤
労
学
校
か
ら
小
学
校
へ
の
転
換
の
構
想
は
、
教
科
課
程
表
ｌ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
及
ん
だ
。
前
記
「
勤
労
学
校
ヲ
小
学
校
へ
組
織

変
更
、
並
一
一
補
習
科
組
織
変
更
ノ
儀
二
付
稟
申
」
の
添
付
資
料
に
、

変
更
後
の
「
教
科
課
程
表
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
誇
張
し
て
い
え

ば
、
改
変
へ
の
視
野
を
カ
リ
キ
ー
ー
ラ
ム
に
ま
で
広
げ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
の
で
あ
る
。

勤
労
学
校
が
、
「
小
学
校
二
類
ス
ル
各
種
学
校
」
と
し
て
、
独
自

の
教
育
を
展
開
し
て
い
た
当
時
、
尋
常
小
学
校
で
は
、
小
学
校
令
施

行
規
則
、
大
正
八
年
改
正
の
教
科
課
程
表
に
よ
っ
て
い
た
（
第
一
表

参
照
、
但
し
、
大
正
一
五
年
改
正
で
、
日
本
歴
史
を
国
史
と
改
め
て

い
る
）
。
そ
れ
に
対
し
て
、
勤
労
学
校
の
教
科
課
程
は
、
「
大
阪
市

立
豊
崎
勤
労
学
校
学
則
」
（
大
正
一
四
・
四
・
一
施
行
）
、
「
大
阪

市
立
徳
風
勤
労
学
校
学
則
」
（
昭
一
一
・
六
・
一
施
行
）
、
「
大
阪
市

立
有
隣
勤
労
学
校
学
則
」
（
同
上
）
第
五
条
に
定
め
ら
れ
た
「
教
科

目
。
教
科
課
程
及
毎
週
教
授
時
数
」
表
を
使
用
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ろ
。
第
二
表
が
そ
れ
で
あ
る
。

両
表
を
比
較
す
れ
ば
、
時
間
数
、
内
容
に
大
き
な
差
異
の
あ
る
こ

と
が
歴
然
と
す
る
で
あ
ろ
う
．
勤
労
学
校
側
で
は
、
組
織
変
更
案
Ｉ
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圖
書
ハ
第
一
學
年
第
二
學
年
二
於
テ
ハ
毎
週
一
時
之
ヲ
課
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

手
エ
ハ
第
一
學
年
第
一
一
學
年
第
一
一
一
學
年
二
於
テ
ハ
毎
週
一
時
、
第
四
學
年
第
五
學
年
第
六
學
年
二
於
テ
ハ
毎
週
二
時
之
ヲ
課
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

（
注
）
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
五
巻
、

－
１
１
１
１
１
ｉ
Ｉ
Ｉ
 犀蚕

’
１
１
‐
ｌ
‐
１
１
１
‐
‐
ｉ
‐
ｌ
「
ｌ
‐
１
１

一
一
一
六
～
’
二
七
頁

■
 

簡
軍
ナ
ル
形
禮

地理 日本歴史 算術
國

室牢 修身
五 一○

授毎
時週
數教

百以下ノ数ノ唱へ方、書キ
方

二十以下ノ教ノ範園内二於ケル加減乗除
發吾

假名、日常須知ノ文字及近易ナル普通文ノ調ミ方、書キ方、綴り方、話シ方 道徳ノ壷芭曰 第一學年

五

授毎
時週
數教

千以下ノ敦ノ唱へ方、書キ
方

百以下ノ薮ノ範園内二於ケル加減乘除 假名、日常須知ノ文字及近易ナル普通文ノ讃ミ方、書キ方、綴り方、話シ方 道徳ノ奉芭己 第二學年

六

損毎
時週
敦散

通常ノ加減乗
除

日常須知ノ文字及近易ナル普通文ノ調ミ方、書キ方、綴り方、話シ
方

道徳ノ重言 第三學年
二一

′、

￣ 

授毎
時週
敦教

通常ノ加減乘除及小教ノ呼上方、書キ方及簡易ナル加
減乗除

（珠算加減） 日常須知ノ文字及近易ナル普通文ノ調ミ方、書キ方、綴り方、話シ
方

道徳ノ奉皀己 第四學年

四 九

授毎
時週
數教

日本地理ノ大
要

日本歴史ノ大
要 整數小數諸等數

（珠算加減） 日常須知ノ文文及近易ナル普通文ノ調ミ方、書キ方、綴り方、話シ
方

道徳ノ室色白 第五學年

四 九

授毎
時週
數教

前學年ノ網キ滿洲其ノ他外國地理ノ大要 前學年ノ讃キ
分數歩合算

（珠算加減乗
除）

日常須知ノ文字及近易ナル普通文ノ調ミ方、書キ方、綴り方、話シ
方 道

徳
ノ

書 、第六學年

嘉一麦炉挙茂教科課陛表

（大正八年三月一

一九日文部省今第六号による改正分）

計 手エ 裁縫 俎操 唱歌 囹査 理科
四

授毎
時週
數教

簡易ナル細工
遊教燈

戯練操

平易ナル軍一昔
唱歌

一棚》ナル形纏｝ 第一學年

四

授毎
時週
數教

簡易ナル細工
遊教燈

戯練操

平易ナル草一昔
唱歌 箪形

簡軍ナル形遼 第二學年

二五 － 

－ 

－ 

授毎
時週
數教

簡易ナル細工
遊教溌

戯練操

平易ナル単一音
唱歌 軍形

簡軍ナル形題 第三學年
男二七女二九 ＝ 

￣ 

授毎
時週
數教

男

簡易ナル細工
運針法

通常ノ衣類ノ縫上方、繕上
方 遊教協

戯練操

平易ナル単一音
唱歌

簡単ナル形鐙 植物、動物、鑛物及自然ノ現象、通常ノ物理化學上ノ
現象

第四學年

男二八女三○ － 

－ 

－ 

一

一

一
男二女一

授毎
時週
數教

簡易ナル細工 通常ノ衣類ノ縫上方、繕上
方 遊教濃

戯練操

平易ナル単一音
唱歌

簡軍ナル形協 植物、動物、鑑物及自然ノ現象、通常ノ物理化學上ノ
現象

第五學年

男二八女三○ 一

一

￣ 

一

一

一
男二女一

授毎
時週
數教

簡易ナル細工 通常ノ衣類ノ縫上方、裁チ方、繕上方
遊教侭

戯練操

平易ナル軍一音
唱歌

簡軍ナル形禮 植物、動物、鑑物及自然ノ現象、通常ノ物理化學上ノ現象、人身生理ノ初歩 第六學年
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第
二
表
勤
労
学
校
教
科
課
程
表

作
業
一
一
閥
シ
テ
ハ
規
定
ノ
教
授
時
數
外
二
渉
リ
テ
尚
之
ヲ
課
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

（
注
）
『
大
阪
同
和
教
育
史
料
集
』
第
五
巻
、
一
一
一
一
一
一
頁
・
’
一
一
一
一
一
一
頁
・
一
一
一
一
一
六
頁
・
一
一
一
一
一
七
頁
参
照

第
三
表
勤
労
学
校
変
更
教
科
課
程
表

漢
字
ハ
旧
、
ア
ラ
ビ
ヤ
數
字
ハ
改
正
ノ
教
授
時
數

'三

１ 霞|篝LiiUi 
i￣~￣ 

’’ 

（
注
）
『
大
阪
同
和
教
育
史
料
集
』
第
五
巻
、
一
一
一
一
七
頁
・
二
一
一
八
頁
参
照

｜ 
’ｉ 

ｌＩ 
ｌ｜ 
’’ 

醸

計 作業 体操 唱歌 圖霊
〕里

科 地理及歴史
算

,術

國

垂姫 修身
六 四 ノし

授毎
時週
數教

簡箪ナル作業
体操教練

遊戯 平易ナル歌曲 簡軍ナル描寓 話シカ鏑ミ方書キ方綴り方 道徳ノ要旨 第一學年
－２．． 

ノ、 四 /し

授毎
時週
數教

同上 同上
同

上 同上 通常加減
乗除

同上 同上 第二學年
二五 六

－ 

－ 

－ 

四 ・し・ノ

授毎
時週
數教

同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 第三學年
ノし 六

￣ 

-

－ 

￣ 

-

－ 四 ノＬ

授毎
時週
數教

作寅

用

業的 同上 同上 同上 械物動物鑛物自然ノ現象通常物理化學上ノ現象 同上及小教珠算 同上 同上 第四學年
三○ 一○ ￣ 

－ 

－ 

￣ 

－ 

－ 
四 四

授毎
時週
數教

同上 同上 同上 同上 同上 日本歴史日本地理ノ大要 整数小數諸等數珠算 同上 同上 第五學年
三○ 一○ ＝ 

￣ 
三 四 四

授毎
時週
數教

同上 同上 同上 同上 同上 同上及涌洲其他外国地理ノ大要 同上及分数歩合算 同上 同上 第六學年

計 手工 体操 唱歌 図画 理科 地理 國史 算術 國語 修身

六２ 四 １ ４ 八８ －２ 

授毎
時週
数教

簡軍ナル
作業

体操教練
遊戯

平易ナル
歌曲 簡軍ナル描蔦 通常ノ加減乗除 話方読方書方綴方 道徳ノ要

］曰

第一学年
六２ 四 １ 二４ 八1０ －２ 

授毎
時週
数教

同

上

同

上 同上 同上 通常加減
乗除

同上 同上 第二学年
二五 六２ 三３ －１ １ 四６ 八1０ －２ 毎週教授時数

同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 第三学年
八 六４ 三３ －１ １ ２ 四６ 八1０ －２ 毎週教授時数

同上 同上 同上 同上
ノ物動
大
要

、、

化植

自鉱
、、 同上及小数珠算 同上 同上 第四学年

三○ ○６ 三３ －１ １ 三２ －１ 

● 

五２ 四４ 四８ －２ 

授毎
時週
数教

同上 同上 同上 同上 同上 日本地理ノ大要 日本歴史ノ大要
珠諸整
算等数

数'｣、
数 同上 同上 第五学年

三○ ○６ 三３ －１ １ 三２ －１ 

● 

五２ 四４ 四８ －２ 

授毎
時週
数教

同上 同上 同上 同上 同上 同上及満州其他外國地理大要 同上 同上及分数歩合算 同上 同上 第六学年
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第４表小学校、勤労学校変更計画案の各教科時間数と比較
小
学
校
化
Ｉ
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
、
こ
の
落
差
に
着
目
、
そ

れ
を
除
去
し
よ
う
と
し
て
、
新
た
に
、
教
科
課
程
表
を
作
成
す
る
の

で
あ
る
。
第
三
表
は
、
徳
風
勤
労
学
校
の
プ
ラ
ン
で
あ
る
が
、
前
記

「
組
織
変
更
ノ
儀
二
付
稟
申
」
に
付
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
の
で
、
有

隣
校
も
、
同
構
想
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で

あ
る
な
ら
ば
、
同
表
は
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
勤
労
学
校
側
の
教
科

課
程
変
更
計
画
案
と
で
も
称
す
べ
き
も
の
で
、
現
行
課
程
表
の
時
間

数
を
漢
数
字
で
、
変
更
課
程
表
の
時
間
数
を
算
用
数
字
で
示
さ
れ
た

同
資
料
か
ら
、
勤
労
学
校
側
が
、
ま
ず
時
間
数
に
注
目
し
て
い
る
こ

と
を
推
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
押
さ
え
た
う
え
、
第
一
表
、
第
二
表
、
第
三
表
に
現
わ
れ

た
時
間
数
か
ら
、
勤
労
学
校
廃
止
過
程
の
一
側
面
を
明
か
に
し
て
お

こ
房
っ
。

第
四
表
は
、
小
学
校
令
施
行
規
則
に
よ
る
小
学
校
（
以
下
、
小
学

校
）
、
勤
労
学
校
、
新
し
く
構
想
す
る
学
校
の
時
間
数
を
比
較
し
、

傾
向
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
小
学
校
に
比
べ
て
時
間
数
が

勤
労
学
校
で
少
な
く
計
画
案
で
、
小
学
校
の
レ
ベ
ル
に
戻
そ
う
と
い

う
型
（
Ａ
型
ご
と
、
小
学
校
よ
り
勤
労
学
校
で
時
間
数
を
多
く
と

っ
て
い
た
の
を
通
常
な
み
に
引
き
さ
げ
た
型
（
Ｂ
型
〈
）
、
三
つ
と

も
そ
う
大
き
く
変
化
し
な
い
、
つ
ま
り
、
ま
っ
た
く
増
減
の
な
い
型

（
Ｃ
型
一
）
の
三
つ
の
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

Ａ
型
に
属
す
る
教
科
は
、
修
身
、
国
語
、
算
術
（
但
し
、
五
１
六

年
は
Ｃ
型
）
、
日
本
史
、
地
理
で
あ
り
、
Ｂ
型
に
属
す
る
教
科
は
、

理
科
、
図
画
、
手
工
で
あ
り
、
Ｃ
型
は
体
操
、
唱
歌
で
あ
る
。

Ａ
型
は
一
般
的
に
い
わ
ゆ
る
学
力
形
成
に
も
っ
と
も
密
接
に
関
連

す
る
基
礎
教
科
で
あ
り
、
Ｂ
型
の
傾
向
を
示
す
教
科
は
、
図
画
、
手

工
と
い
う
勤
労
学
校
で
生
活
力
を
養
う
、
生
活
の
基
礎
と
な
る
技
術

を
培
う
教
科
で
あ
り
、
Ｃ
型
は
体
操
、
唱
歌
な
ど
の
体
力
、
情
操
に

か
か
わ
る
教
科
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

修
身
、
国
語
、
算
術
、
日
本
史
、
地
理
の
教
科
群
と
図
画
・
手
工

の
教
科
群
が
対
称
的
な
位
置
に
あ
り
、
計
画
案
で
は
、
前
者
の
時
間

数
を
増
し
、
後
者
の
そ
れ
を
減
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
学
校
に
近

づ
け
よ
う
と
試
み
て
い
ろ
。
つ
ま
り
、
作
業
科
に
ふ
り
む
け
る
た
め

に
、
減
少
さ
せ
て
い
た
基
礎
教
科
群
に
対
す
る
減
少
時
間
を
復
活
さ

せ
た
の
で
あ
る
。
但
し
、
小
学
校
の
特
殊
化
と
述
べ
ら
れ
て
い
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
触
れ
た
が
、
そ
れ
は
時
間
数
の
う
え
に
現

わ
れ
て
い
ろ
。
例
え
ば
、
手
工
の
時
間
は
、
減
少
し
た
と
い
っ
て

も
、
な
お
一
貫
し
て
小
学
校
よ
り
も
多
く
、
五
年
、
六
年
に
至
っ
て

は
三
倍
の
六
時
間
を
当
て
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

国
語
及
び
低
学
年
の
算
術
は
－
１
二
時
間
な
お
、
少
な
い
。
作
業
科

を
手
工
と
言
い
換
え
て
い
る
が
、
そ
の
時
間
を
で
き
る
だ
け
多
く
確

保
し
、
そ
の
た
め
に
や
む
を
え
ず
、
国
、
算
を
削
減
し
た
と
考
え
ら

れ
ろ
。
「
手
に
職
を
つ
け
ろ
」
と
い
う
姿
勢
は
あ
く
ま
で
失
わ
れ
て

い
な
い
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
か
ら
、
勤
労
学
校
か
ら
小
学

注１．「組織変更ノ儀二付稟中」「明治以降教育制度発達史』第５巻2126-127、勤労学校学則より作成
２．数字の上の●は課することを得るの意

３．計画案に唱歌、体育欄の時間数は示されていないが４時間と推定

１ 

'１，学

校令
勤学 :十画

２ 

小学

校今
勤学 計画

３ 

小学

校令
肋学 :十画

４ 

'j､学

校今
勘学 :十画

５ 

小学

校令
勤学 計画

６ 

'1,学

校今
勤学 ;十IjHj

傾向

'j､学

校今
効学 １１１画

修身

２→１→２ 

、／

２→１→２ 

、／

２→１→２ 

、／

２→１→２ 

、／

２→１→２ 

、／

２→１→２ 

、／
、／

国語

１０→８→８ 

Ｌ 

１２→８→１０ 

、／

１２→８→１０ 

、／

１２→８→１０ 

、／

９→４→８ 

、／

９→４→８ 

、／
、／

算術

５→Ｏ→４ 

、／

５→２→４ 

、／

６→４→６ 

、／

６→４→６ 

、／
、／

日本

歴史

２→１→２ 

、／

２→１→２ 

、／
、／

地理

２→１→１ 

Ｌ 

２→１→１ 

－ 
ﾍ、－－

理科

／、

２→３→２ 

／、

２→３→２ 

／、

２→３→２ 

／へ、

図画

／、
● 

１→２→１ 

／へ、
● 

１→２→１ 

／、

１→２→１ 

／、

１→２→１ 

／、

菱ﾇ2→’

／、

蜜ｽﾞ2→’
／、

ﾛ昌歌

２→１→１ 

Ｌ 

２→１→１ 

、－－

体操

手エ

(作業）

／、
● 

１→６→２ 
（作業）

／、
● 

１→６→２ 

／、
● 

１→６→２ 

／、
● 

２→６→４ 

／へ、
● 

２→10→６ 

／、
● 

２→10→６ 

／、

裁縫

２ ３ ３ 
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第
六
表

勤
労
学
校
補
習
科
教
科
課
程
表

■
 

､+ｌ 

Ｌ」

隙

（
注
）
「
麹
崎
勤
労
学
校
学
則
」
よ
り

汁 裁縫 家事 責業
侭

操 ｋ 

Ｉ３ Ｉ卜、叩卯

ｕ、Ⅲ 手工 圖議 理科 地理 國史 算術
國

窒、 修身

男二九女三○ 四 男五女二 ＝ 
￣ 

四

投紘

１１．１j迦

数教

通常ノ衣頬ノ鯉上方、裁チ方、総上方 衣食注、看病、育兒、一家經濟ノ大要 （農）農業ノ大要（工）工業ノ大要
（宙）萄業ノ大要

農操教練

遊戯及霞技 蝋晉唱歌

〈簡易ナル複替娼歌） 簡易ナル製作、製圖、手蕊
簡単ナル形鵠

械物、動物、鑛物攻自然ノ現象．邇開ノ物理化學上ノ現象、元素及化合物、簡易ナル器械ノ騨造、作用、人身生理
荷主ノ大要 外國地理ノ大要 國史ノ大要

媛數、小数、分数、数ノ代數的計算
幾何固形、珠算

日常須知ノ文字及普邇文ノ縦ミガ
書キ方、綴り方 謹旦窃壱ノ／譲変］画

一郷派年！

男二九女三○ 四 男五女二 一

一

一

VL1 
－０． 

/、

投征

時週

數教

通常ノ衣頗ノ樋上方、数チ方．繕上方 衣食生、看病、育兒、一家経濟ノ大要 （農）農業ノ大要（工）工業ノ大要
（苗）奮業ノ大要

篭操教練

遊戯及競技 軍香唱歌

（簡易ナル複一昔唱歌） 謝易ナル製作、製圖、手蕊
簡単ナル形髄（簡易ナル幾何霊） 自然ノ現象、

通常ノ物理化學上ノ現象、元素及化合物、簡易ナル器械ノ作用、人身生理衛生ノ大要
構造、

地理ノ補習 前學年ノ續キ

比例、歩合算、教ノ代数的計算．幾何間形、珠算、（日用簿記） 日常須知ノ文字及普通文ノ調ミ方書
キ方、綴り方 直感ノ要旨

第二學年

簡
Ⅲ 

廷

、１ 

蛭トレ又好可率寸
斗

汝勵深隆表

〈

．」ソ

正一五年四月二二
日

文部省令七三号による改正分）
小學校令第一一十條第一一頑ノ教科目二闇シテハ本麦ノ時数ノ外男兄一一一時以一門女兒一一時以一内一一於テ之ヲ課スルコトヲ符前項ノ外本表各教科目ノ毎週教授時敷ヲ増加スルコトヲ得但シ毎週教授時数ノムロ汁ハ一一一十一一時ヲ超ユルコトヲ得ス資駕一一闇シーテハ前項ノ教授時數外一一沙リーテ尚之ヲ課スルコトヲ得

（注）『明治以降教育制度発達史』第七巻、
Ｃ、ユノ

五～
一、

Ⅱ 

｜ノ

空、ユノ

頁國語、算術一一就イテ學力不充分卜認ムル生徒一一對シテハ作業時數ヲ減ジテ毎週教授時數ヲ各三時マデ増加スルコトアルベシ
責習ハ本表時間外一一亘リテ之ヲ課スルコトアルベシ

計

計

作
業

動ヨ薑
三○ 三○ 三○

材料及工具使用法、塗法實習
同上

材料及工具使用法、工作法實習
作（ミシン）業 作法 家事
二八

ミシン使用法小物類及兒童服裁
方並二縫方

一般常識ノ作法ノ大要 一般衣食住ノ心得及割烹ノ大意

算術

賞用ヲ主トシタル筆算術珠算
算術

同上

國語

賞用ヲ主トシタル讃方、綴り方
書方

國語

同上

修身

道徳ノ要旨、公民心得
修身

同上

教科目
授毎
時週
數教

課程

教科目
授毎
時週
數教

課程

男

1t 

部

女

子

部

性

別

大阪市立

鶴崎勤勢學校補習科目及毎週教授時數大正十四年六月九日認可
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校
へ
の
転
換
策
に
お
け
る
各
教
科
ご
と
の
時
間
数
の
変
化
の
傾
向
が

明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
時
間
数
の
み
な
ら
ず
、
内
容
に
つ
い

て
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
資
料
か

ら
、
小
学
校
・
計
画
案
の
間
に
大
き
な
開
き
を
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
小
学
校
四
年
算
数
の
（
）
内
に
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
珠
算

か
ら
（
）
を
は
ず
し
て
い
る
こ
と
、
手
工
で
細
工
が
作
業
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
相
違
を
示
す
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
「
特
殊
化
」
と

い
え
ば
、
そ
う
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
小
学
校
高
等
科
、
勤
労
学
校
補
習
科
の
教
科
課
程
表
に
つ
い

て
も
検
討
を
行
な
い
た
い
。

勤
労
学
校
の
補
習
科
は
、
一
年
間
で
あ
る
の
で
、
高
等
科
教
科
課
程

表
（
第
五
表
）
に
つ
い
て
も
一
年
の
み
を
検
討
の
対
象
と
す
る
。

補
習
科
の
教
科
課
程
表
は
、
勤
労
学
校
三
校
の
な
か
で
、
も
っ
と

も
先
端
に
位
置
し
た
と
考
え
ら
れ
る
豊
崎
校
の
「
科
目
及
び
毎
週
教

授
時
数
」
（
第
六
表
）
を
比
較
検
討
の
材
料
と
し
た
い
（
有
隣
校
に

つ
い
て
は
、
『
大
阪
同
和
教
育
史
料
集
』
第
五
巻
、
一
三
一
一
一
頁
を
参

照
願
い
た
い
）
。

勤
労
学
校
の
週
時
間
数
を
み
ろ
と
男
子
の
場
合
、
三
一
一
一
時
間
の
う

ち
、
作
業
科
に
三
○
時
間
割
か
れ
、
ほ
と
ん
ど
基
礎
教
科
は
な
い
ｐ

女
子
も
家
事
作
法
な
ど
が
あ
る
が
、
や
は
り
、
基
礎
教
科
は
三
時
間

で
あ
る
。
小
学
校
高
等
科
の
場
合
、
大
正
十
五
年
四
月
二
一
一
日
の

小
学
校
令
施
行
規
則
は
、
卒
業
後
、
児
童
の
殆
ん
ど
が
直
ち
に
社
会

第
七
表
勤
労
学
校
補
習
科
変
更
教
科
課
程
表
（
家
具
木
型
科
、
洋
裁
科
）

（
注
）
『
大
阪
同
和
教
育
史
料
集
』
第
五
巻
、
一
一
二
八
頁
・
一
一
一
一
九
頁
参
照

第８表高等科の適時間数と補習科の適時間数の

の
実
務
に
従
事
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
地
か
ら
改
正
さ
れ
、
実

業
、
裁
縫
、
家
事
な
ど
が
加
え
ら
れ
、
か
な
り
実
務
教
育
の
色
彩
を

（
６
）
 

濃
く
し
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
、
勤
労
学
校
と
は
大
き
な
差
が
一
の
っ

た
。
勤
労
学
校
補
習
科
を
小
学
校
高
等
科
な
み
に
改
編
（
第
七
表
参

照
）
す
る
と
し
て
も
、
卒
業
後
直
ち
に
職
業
に
つ
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
い
う
事
情
か
ら
、
作
業
教
科
を
な
お
、
’
八
時
間
確
保
し
よ
う
と

し
て
い
ろ
。
第
五
表
、
第
七
表
を
比
べ
て
み
ろ
と
第
八
表
の
よ
う
に

相
当
大
き
な
差
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
計
画
案
で

は
最
も
苦
慮
し
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
よ
う
。

比較

案画
１
４
３
１
１
２
２

計校
一
一
一

蝉
①
①
①

動
一
一
一

報
２
６
４
２
２
２
３

小

身
語
術
史
理
科
操

修
国
算
国
地
理
体

鋤
一
鴇

男
女
女

画
工
歌
業
爵

図
手
唱
実
家
裁

商工大意

→仏 作業

Ｉ 

計 作業
科裁洋 科型木具家

商工大 体操 理科 地理 國史 算術 五口

國

三口 修身
教

科

一八 ’八 一

一

￣ 
四 毎週時数

洋裁一一関スル理論一般基本裁断、意匠裁断婦人子供服雑貨類ノ実習 用器画、図案、意匠、設計図工作図、、工具使用法、工作法、材料、簡単ナル家具、木型製作へ塗エノ完習 商業二関スル知識ノ大要工業二関スル知識ノ大要 体操、教練、競技

動物、鉱物、自然現象、物理化学、人身生理大要女子ニハ家事二関スル知識ヲ加フ
外國地理ノ大要 國史ノ大要

整数、小数、分数、代数的計算
幾何図形、珠算

日常須知ノ文字及普通文ノ讃ミ方、書キ方、
綴り方

道徳ノ要旨、皇民ノ心得 第

、､グ

イニ

年

￣ 

￣ 

￣ 

一

一

一 一八 一八
￣ 

-

－ 四

時毎
数週

同上 前學年ノ續キ 同上

自然現象、物理、化学、人身生理大要女子一天家事二関スル知識ヲ加フ
地理ノ補習 前學年ノ續キ

比例、歩合算数ノ代数的計算幾何図形、珠算
同

上 同上
第

学年
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国
語
を
一
時
限
か
ら
四
時
限
に
、
算
術
を
一
時
限
か
ら
三
時
限
に

と
い
う
よ
う
に
、
大
幅
に
増
加
さ
せ
て
い
る
が
、
な
お
、
そ
の
差
の

大
き
い
こ
と
は
歴
然
と
し
て
い
ろ
。
ま
た
、
「
商
工
大
意
」
と
い
う

「
教
科
」
を
設
け
、
商
業
、
工
業
に
対
す
る
知
識
の
大
要
を
教
え
る

時
間
を
取
り
、
実
務
に
強
い
人
間
を
育
て
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
ろ
。
尋
常
科
、
高
等
科
と
も
、
学
力
、
人
格
陶
冶
の
う
え

で
、
貧
民
階
層
の
子
ど
も
は
、
初
等
教
育
と
い
う
段
階
で
、
ハ
ン
デ

ィ
を
背
お
う
こ
と
に
な
る
の
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当

時
、
採
り
得
る
道
と
し
て
は
、
こ
れ
よ
り
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ

う
。
「
小
学
校
特
殊
化
」
の
限
界
で
あ
る
。

以
上
が
昭
和
十
三
年
段
階
の
「
貧
民
教
育
」
の
構
想
で
あ
っ
た
。

③
第
二
の
転
換
案

次
の
段
階
の
小
学
校
へ
の
変
更
構
想
案
に
「
有
隣
勤
労
学
校
改
革

案
Ｉ
調
」
と
称
す
る
同
校
々
長
の
意
見
書
が
認
め
ら
れ
ろ
。
同
資
料

の
罫
紙
欄
外
に
「
十
月
二
日
受
」
と
鉛
筆
書
き
さ
れ
て
お
り
、
教
育

部
が
同
日
、
受
け
取
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ろ
。
但
し
、
こ
の
「
十
月
」

は
、
十
三
年
の
十
月
か
翌
十
四
年
の
十
月
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の

改
革
案
は
、
前
の
組
織
変
更
に
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
学
級
編
成
が
中

心
に
な
っ
て
お
り
、
現
に
通
学
し
て
い
る
児
童
を
ど
う
扱
う
か
を
含

め
て
、
実
際
的
な
処
理
に
関
し
て
検
討
し
た
具
体
案
と
な
っ
て
い
ろ
。

同
改
革
案
に
よ
れ
ば
、
一
年
か
ら
四
年
ま
で
に
普
通
教
育
を
主
と

し
て
施
し
、
五
、
六
年
は
職
業
教
育
を
主
と
す
る
こ
と
を
基
本
に
し
、

理
解
さ
れ
ろ
。

こ
の
よ
う
に
、
高
等
科
も
「
組
織
変
更
案
」
よ
り
青
年
学
校
と
の

関
連
、
時
間
数
の
変
更
か
ら
、
一
歩
進
め
た
案
と
な
っ
て
い
ろ
と
い

え
よ
う
。

た
だ
、
高
等
科
の
項
に
鉛
筆
で
「
？
」
マ
ー
ク
が
付
さ
れ
、
「
保

留
」
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
行
政
側
で
は
、
こ
の
段
階
で
藤
原
有
隣

校
長
の
「
改
革
案
」
の
高
等
科
の
構
想
に
つ
い
て
は
難
色
を
示
し
て

い
た
と
推
定
で
き
よ
う
。

④
教
育
審
議
会
「
国
民
学
校
構
想
」
の
影
響

各
勤
労
学
校
で
、
小
学
校
へ
の
改
変
を
目
指
し
て
改
革
構
想
を
練

っ
て
い
た
と
き
、
教
育
審
議
会
は
、
昭
和
十
三
年
十
二
月
一
八
日
の
第
十

（
７
）
 

回
総
会
で
国
民
学
校
改
革
の
答
申
｛
せ
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
今
後

の
初
等
教
育
の
あ
り
方
に
一
定
の
方
向
を
示
し
た
と
い
え
ろ
。
以
後
〔

勤
労
学
校
の
改
組
問
題
は
、
教
育
審
議
会
の
答
申
に
大
き
く
影
響
さ

れ
、
大
阪
市
教
育
部
も
答
申
を
意
識
し
て
、
そ
れ
を
契
機
に
、
勤
労

学
校
改
変
に
積
極
的
に
動
く
よ
う
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
段

階
か
ら
、
勤
労
学
校
側
の
市
へ
の
改
革
陳
情
と
い
う
、
勤
労
学
校
側

の
リ
ー
ド
の
形
で
は
な
く
、
大
阪
市
教
育
部
が
主
導
権
を
握
る
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
は
、
昭
和
十
五
年
二
月
六
日
小
沢
伴
蔵
豊
崎
勤
労
学

校
長
が
、
教
育
部
長
に
宛
て
た
「
本
校
ヲ
単
独
高
等
小
学
校
一
一
改
メ

ラ
レ
タ
キ
件
」
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。
そ
こ
に
は
、
「
文
部
省
一
一
於

テ
昭
和
十
六
年
度
ヨ
リ
全
国
小
学
校
ヲ
国
民
学
校
一
一
改
ム
ル
コ
ト
、

●
●
 

し
か
も
、
い
ず
れ
の
学
年
も
一
一
学
級
制
を
採
り
、
一
学
級
を
「
低
格

児
童
」
他
の
学
級
を
「
普
通
児
童
」
用
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ろ
。

「
普
通
以
上
ノ
児
童
ニ
ハ
他
校
へ
転
勤
（
校
の
意
）
ヲ
懲
憲
ス
。
即

チ
職
業
教
育
ヲ
主
体
ト
ス
ル
ヲ
以
ツ
テ
」
と
記
さ
れ
、
小
学
校
へ
の

転
換
を
考
え
な
が
ら
、
「
貧
民
教
育
」
に
当
た
ろ
う
と
し
て
い
た
こ

と
の
具
体
的
方
法
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ろ
。
実
務
的
処
理
と
い

う
点
で
、
前
の
「
組
織
変
更
案
」
よ
り
進
ん
で
い
ろ
と
い
え
よ
う
。

二
局
等
科
に
つ
い
て
は
、
二
か
年
制
と
し
、
青
年
学
校
普
通
科
へ
の
移

行
を
考
え
て
い
ろ
。
一
年
で
普
通
学
一
八
時
間
、
実
科
一
五
時
間
、
二

年
は
、
逆
に
実
科
を
一
八
時
間
を
考
え
て
い
ろ
。
実
科
の
内
容
は
、

男
子
の
場
合
、
木
工
、
旋
盤
、
図
工
、
金
工
が
、
女
子
に
は
、
洋
・

和
裁
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ろ
。
こ
れ
は
、
前
の
「
組
織
変
更
案
」
と
比

較
す
れ
ば
、
一
年
生
で
実
科
を
三
時
間
減
少
さ
せ
、
そ
の
分
を
普
通

教
科
に
回
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
ろ
。
二
年
は
変
更
案
と
同
様
で
あ

る
。
一
般
小
学
校
へ
の
変
更
の
た
め
に
は
、
作
業
科
を
減
ら
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
み
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
高
等
科
に
受
け
入
れ
る
生
徒
に
つ
い
て
の
記

述
で
あ
る
。
資
料
に
は
、
「
本
校
卒
業
生
、
市
内
ノ
之
力
修
養
ノ
要

ア
ル
モ
ノ
」
と
記
さ
れ
、
更
に
「
旧
部
落
ノ
希
望
者
全
部
（
融
和
教

育
上
）
」
と
付
記
さ
れ
、
こ
の
学
校
の
位
置
及
び
在
籍
児
童
の
こ
れ

ま
で
の
歴
史
的
経
緯
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

る
。
も
っ
と
い
え
ば
、
部
落
問
題
が
視
野
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

ナ
レ
ル
ニ
当
り
本
市
一
一
於
テ
モ
一
一
一
勤
労
学
校
ヲ
国
民
学
校
二
改
組
シ

義
務
教
育
機
関
ト
シ
テ
ノ
体
系
ヲ
整
備
セ
ン
ト
ス
ル
前
提
ト
シ
テ
取

●
●
●
●
●
●
 

敢
ヘ
ズ
小
学
校
一
一
改
〆
度
キ
御
意
向
ナ
ル
由
過
日
督
学
、
学
務
両
課

●
●
●
 

長
ヨ
リ
御
内
意
相
承
ケ
シ
処
誠
一
一
時
宜
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ト
存
シ
全
幅

●
●
●
●
 

の
御
賛
意
ヲ
一
一
衣
シ
置
キ
候
二
有
之
侯
」
（
傍
点
筆
者
）
と
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
教
育
審
議
会
答
申
、
そ
れ
を
受
け
た
文
部
省
方
針
以
後
、

督
学
課
、
学
務
課
を
中
心
に
、
大
阪
市
教
育
行
政
が
一
般
小
学
校
へ

の
改
変
へ
と
動
き
出
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

本
資
料
か
ら
、
大
阪
市
側
の
動
き
に
勢
い
を
得
て
、
豊
崎
勤
労
学

校
が
、
初
め
て
、
改
組
案
を
策
定
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
る
。

つ
ま
り
γ
同
校
を
単
独
の
高
等
小
学
校
に
改
組
す
る
案
を
示
し
た
の

で
あ
る
。
同
校
長
の
「
改
組
案
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
主
た
る
理
由
は
、

「
救
済
機
関
ダ
ル
地
位
ヲ
脱
却
ス
ル
コ
ト
」
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

単
独
高
小
に
改
組
す
る
理
由
に
あ
げ
ら
れ
た
「
近
年
補
習
科
入
学
希

望
者
漸
減
シ
現
在
一
一
於
テ
ハ
定
員
ヲ
充
ス
ニ
苦
シ
ム
ノ
状
況
」
で
あ

り
、
そ
の
原
因
を
在
学
生
及
び
付
近
の
小
学
校
を
通
し
て
調
査
す
る

と
「
本
校
ガ
貧
児
救
済
的
意
義
ヲ
持
シ
学
校
ナ
ル
コ
ト
ガ
社
会
一
般

一
一
知
し
渡
リ
タ
ル
結
果
一
般
小
学
校
卒
業
生
ノ
本
校
ヘ
ノ
入
学
ヲ
喜

パ
ザ
ル
傾
向
ヲ
生
ジ
タ
」
か
ら
で
あ
る
と
し
、
し
た
が
っ
て
、
そ
こ

か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
、
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
特
殊
学
校

か
ら
一
般
小
学
校
へ
の
移
行
を
希
望
す
る
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
前
提
に
立
っ
て
、
単
独
高
小
へ
の
改
編
を
構
想
し
た
の



144 

し
か
し
、
そ
れ
は
給
食
等
の
現
象
面
に
の
み
い
え
る
こ
と
で
あ
っ

て
、
生
活
環
境
そ
の
も
の
が
不
利
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に

か
わ
り
は
な
く
、
そ
の
影
響
は
当
然
、
児
童
に
現
わ
れ
て
い
ろ
。
そ

れ
を
、
勤
労
学
校
児
童
の
特
異
性
と
と
ら
え
、
次
の
点
に
つ
い
て
考

慮
を
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
触
れ
て
い
た
。
即
ち
「
出

席
歩
合
一
一
普
通
小
学
校
ト
比
較
シ
テ
精
劣
勢
ヲ
示
シ
、
体
位
ノ
状
況

ハ
本
市
学
童
ノ
平
均
一
一
照
シ
、
且
隣
接
一
一
一
校
二
比
較
シ
テ
コ
レ
ヌ
低

景
位
ヲ
示
シ
、
知
能
指
数
、
大
正
区
港
南
小
学
校
一
一
比
較
シ
テ
コ
レ
又

晴
低
位
ヲ
示
」
し
て
い
る
実
態
を
押
さ
え
、
そ
こ
か
ら
「
国
民
学
校
ト

巌
ナ
ッ
テ
モ
、
ソ
ノ
経
営
上
相
当
ノ
苦
（
配
か
Ｉ
筆
者
）
慮
ヲ
要
ス
ル
モ

龍
ノ
ト
認
」
め
た
の
で
あ
る
。
相
当
の
苦
慮
と
は
、
例
え
ば
、
「
栄
養

離
食
等
二
特
殊
ノ
考
慮
」
を
払
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

・
こ
う
し
た
配
慮
の
う
え
に
国
民
学
校
へ
組
織
変
更
を
と
い
う
の
で
←
の

置設
っ
た
。
な
お
、
こ
の
計
画
案
に
は
、
知
能
検
査
結
果
、
体
位
、
出
度
歩

脚
合
が
徳
風
と
近
接
の
学
校
と
比
較
し
た
資
料
が
貼
付
さ
れ
て
い
ろ
。

蝉
次
に
、
南
が
構
想
し
た
「
貧
民
学
校
継
続
ノ
場
合
ト
シ
テ
ノ
将
来

銀
の
貧
民
教
育
」
、
つ
ま
り
、
国
民
学
校
に
変
更
し
得
ず
特
殊
学
校
と

餅
し
て
存
続
す
る
場
合
の
構
想
を
み
て
お
こ
う
。
南
は
、
徳
風
を
「
貧

直
民
学
校
」
の
ま
ま
継
続
す
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
と
し
た
う
え
、
「
貧

肺
民
学
校
ト
シ
テ
ノ
内
容
ヲ
充
実
セ
シ
ム
ル
ー
ー
ハ
」
次
の
「
救
護
機

大
関
」
の
設
置
が
必
須
で
あ
る
と
し
て
い
ろ
。
救
護
機
関
と
し
て
あ
げ

蝿
》
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
家
庭
更
生
係
ノ
専
従
者
」
「
虚
弱
児
童
栄
養

は
、
「
本
校
設
備
ハ
補
習
科
二
重
ク
本
科
一
一
軽
ク
従
ツ
テ
学
校
経
営

上
二
於
テ
モ
勢
上
補
習
科
ヲ
主
ト
ス
ル
ガ
如
キ
観
ヲ
呈
シ
テ
今
日
一
一

及
」
ん
だ
と
い
う
沿
革
の
経
緯
か
ら
で
あ
っ
た
。
な
お
、
現
実
に
通

学
し
て
い
る
本
科
の
児
童
は
、
改
組
と
同
時
に
、
本
来
通
学
す
べ
き

学
校
に
戻
す
こ
と
を
考
え
て
い
ろ
。
一
般
の
小
学
校
に
於
て
も
、
給

食
、
学
用
品
給
与
等
、
物
質
的
救
済
は
公
費
、
後
援
会
費
等
で
充
分

な
し
得
る
状
況
で
あ
る
こ
と
を
予
測
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

⑤
各
勤
労
学
校
の
具
体
案

教
育
審
議
会
の
答
申
の
前
後
に
わ
た
る
が
、
以
上
の
よ
う
に
、
有

隣
、
徳
風
、
豊
崎
の
改
組
案
が
出
揃
っ
た
の
で
あ
る
。
以
後
は
、
教

育
部
と
学
校
側
と
の
間
で
、
一
般
小
学
校
へ
の
改
組
を
目
指
し
て
、

打
ち
合
わ
せ
ら
れ
、
意
義
づ
け
が
急
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
当
然
、

計
画
は
一
層
、
具
体
化
し
て
い
く
。
そ
の
過
程
で
、
こ
う
し
た
動
き

に
取
り
残
さ
れ
ま
い
と
す
る
学
校
間
の
対
抗
意
識
も
あ
り
、
多
少
の

曲
折
が
認
め
ら
れ
ろ
。

例
え
ば
、
昭
和
十
四
年
十
二
月
急
逝
し
た
徳
風
の
小
森
校
長
の
後

（
８
）
 

を
継
い
だ
南
義
一
名
儀
の
「
国
民
学
校
へ
組
織
変
更
ノ
件
」
「
貧
民

学
校
継
続
ノ
場
合
ト
シ
テ
ノ
将
来
ノ
貧
民
教
育
」
及
び
「
実
業
学
校

一
一
組
織
変
更
ノ
場
合
ノ
資
料
」
に
そ
れ
が
現
わ
れ
て
い
ろ
。
こ
の
時

点
で
学
校
・
行
政
側
と
も
構
想
が
な
お
固
ま
ら
ず
、
い
ず
れ
に
変

更
し
て
い
く
か
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ろ
。
と
と
も

に
、
改
編
へ
の
気
運
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ろ
こ
の
時
機
、
何
と
し
て

’ も
「
貧
民
学
校
」
か
ら
脱
し
た
い
こ
と
、
及
び
、
有
隣
・
徳
風
側
の

一
歩
先
行
す
る
豊
崎
側
に
対
す
る
抵
抗
の
よ
う
な
も
の
も
感
じ
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
の
場
合
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
陛
下
ノ
赤
子
ト
シ
テ
平
等

公
平
ナ
同
一
義
務
教
育
ノ
恩
恵
一
一
浴
シ
」
た
き
こ
と
を
最
初
に
挙
げ

て
い
る
。
天
皇
の
前
の
平
等
は
部
落
対
策
に
通
じ
る
思
想
で
あ
っ

た
。
融
和
事
業
と
の
関
連
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
い
で
あ
げ

ら
れ
た
「
上
級
学
校
入
学
ノ
連
絡
モ
得
タ
キ
コ
ト
」
と
い
う
開
陳

は
、
「
特
殊
学
校
」
脱
却
の
理
由
づ
け
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。

そ
の
う
え
に
、
学
校
、
児
童
の
実
態
を
分
析
し
、
｜
般
校
と
同
じ

と
こ
ろ
と
異
な
る
点
を
挙
げ
一
定
の
配
慮
の
も
と
に
一
般
学
校
に
転

換
す
る
こ
と
を
す
す
め
て
い
た
。

つ
ま
り
、
「
貧
民
学
校
ト
シ
テ
取
扱
ヲ
享
ケ
テ
ヰ
シ
学
用
品
給
与

給
食
等
モ
一
般
小
学
校
二
於
テ
モ
行
ハ
Ｃ
ｌ
筆
者
）
、
同
一
内
容

ヲ
有
シ
、
特
殊
色
ガ
消
エ
ッ
、
ア
ル
ハ
現
在
ノ
内
容
ナ
リ
」
と
述

べ
、
保
護
者
の
生
活
難
か
ら
く
る
児
童
へ
の
影
響
に
対
し
て
は
、
大

阪
市
と
し
て
、
か
な
り
手
を
打
つ
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
た
の
で
、
学

校
発
足
の
こ
ろ
と
は
、
他
校
と
の
大
き
い
へ
だ
た
り
が
な
く
な
っ
て

い
ろ
、
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
た
。
勤
労
学
校
側
の
共
通
の
理
解

で
あ
っ
た
と
み
え
、
い
ず
れ
の
勤
労
学
校
か
ら
も
、
し
か
も
、
く
り

返
し
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

食
ノ
予
算
計
上
並
一
一
栄
養
技
師
」
「
施
療
完
備
ノ
必
要
上
、
看
護

婦
」
の
配
置
と
増
員
、
つ
ま
り
、
今
日
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
学
校

栄
養
士
及
び
養
護
教
諭
の
配
置
、
増
員
が
「
貧
民
学
校
」
存
続
、
充

実
の
必
要
条
件
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
中
等

学
校
入
学
生
を
対
象
に
し
た
奨
学
資
金
、
家
庭
生
業
・
更
生
資
金
の

必
要
性
を
訴
え
、
そ
の
う
え
に
、
「
校
外
耕
園
」
に
お
け
る
教
育
を

採
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

こ
う
し
て
人
員
、
施
設
、
設
備
を
完
備
し
た
学
校
へ
発
展
さ
せ
よ

う
と
し
た
。
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
貧
民
学
校
ノ
名

ヲ
抹
殺
」
し
、
「
健
康
学
園
ノ
内
容
ヲ
横
溢
セ
シ
メ
タ
ル
濃
キ
色
彩

ヲ
帯
バ
シ
ム
ル
」
学
校
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

健
康
学
園
構
想
に
類
似
し
た
南
の
構
想
に
「
養
護
学
園
」
構
想
が

（
９
）
 

（
マ
マ
）

一
の
る
。
同
案
は
、
「
西
成
、
住
吉
、
浪
華
区
ヨ
リ
虚
弱
児
童
ヲ
集
メ

タ
ル
特
殊
ノ
養
護
学
園
」
へ
の
転
換
を
す
す
め
る
内
容
で
あ
っ
た
。

養
護
学
園
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
貧
民
階
級
ノ
児
童
が
掬
ハ
レ

テ
ソ
ノ
名
ヲ
抹
殺
シ
タ
ル
特
殊
経
営
ノ
学
園
」
に
し
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。
実
態
に
変
化
が
な
い
以
上
、
名
称
を
い
か
に
変
更
し
た
と

し
て
も
差
別
的
処
遇
を
受
け
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点

で
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
「
健
康
学

園
」
「
養
護
学
園
」
に
転
換
す
る
こ
と
を
「
特
殊
学
校
」
存
続
の
条

件
と
し
て
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
①
国
民
学
校
化
、
②
健
康
学
園
・
養
護
学
園
化
構
想
の
ほ
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か
に
、
「
有
隣
ヲ
男
子
職
業
学
校
、
徳
風
ヲ
（
洋
裁
）
女
子
職
業
学

（
、
）

狡
」
に
転
換
｛
と
は
か
る
実
業
学
校
化
構
想
が
あ
る
。
徳
風
の
場
合
、

「
現
在
ノ
ミ
シ
ン
等
ノ
購
入
拡
充
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
」
に
よ
っ
て
可
能

で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
同
時
に
、
「
コ
レ
ハ
（
略
）
土
地
柄
ヨ
リ

シ
テ
モ
ソ
ノ
必
要
ア
ル
モ
ノ
ト
認
」
め
ら
れ
ろ
構
想
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
案
は
、
補
習
科
が
か
な
り
充
実
し
、
単
独
高
等
小

学
校
化
を
考
え
る
豊
崎
勤
労
学
校
側
に
対
す
る
対
抗
上
よ
り
出
た
ち

の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
ろ
。
そ
れ
は
、
同
案
に
「
児
童
ノ
貯
金

ヨ
リ
眺
メ
タ
ル
徳
風
勤
労
ノ
位
置
ハ
⑪
有
隣
、
②
徳
風
、
③
豊
崎

ノ
順
序
ニ
シ
テ
、
父
兄
ノ
収
入
ヨ
リ
眺
メ
タ
ル
場
合
モ
徳
風
ハ
豊
崎

（
、
）

ヨ
リ
モ
優
位
ニ
ア
リ
」
と
の
記
述
、
「
公
平
ナ
意
味
二
於
一
プ
豊
崎
ヲ

廃
校
ト
ス
レ
パ
、
徳
風
ハ
充
分
ノ
廃
校
材
料
ハ
豊
崎
ヨ
リ
先
ン
ズ
ル

順
序
ト
ナ
ル
」
記
述
な
ど
か
ら
一
歩
先
行
す
る
豊
崎
へ
の
対
抗
心
が

あ
り
あ
り
と
読
み
取
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

十
五
年
度
時
点
で
、
施
設
設
備
に
お
い
て
、
有
隣
、
徳
風
よ
り
先

行
す
る
豊
崎
が
「
貧
民
学
校
」
か
ら
脱
し
得
る
条
件
を
備
え
て
お
り
、

一
歩
先
ん
じ
ら
れ
た
よ
う
に
受
け
と
っ
た
南
校
長
乃
至
は
徳
風
側
が

あ
せ
り
と
ね
た
み
の
よ
う
な
気
持
を
持
っ
て
構
想
し
た
こ
と
も
考
え

ら
れ
ろ
。
し
か
し
、
南
の
考
え
は
、
当
然
同
校
職
員
の
考
え
で
あ
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
、
国
民
学
校
制
度
発
足
を
視
野
に
入
れ
て
、
こ
の

機
会
に
①
何
と
し
て
も
「
貧
民
学
校
」
か
ら
逃
れ
た
い
意
志
を
強
く

持
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ろ
。
こ
の
こ
と
は
、
：
戦
争
が
泥
沼
化

数
（
昼
夜
間
、
学
年
別
等
）
、
出
席
児
童
数
調
査
、
在
籍
児
童
の
本

来
通
学
す
べ
き
学
校
別
調
査
、
在
籍
児
童
数
校
下
別
調
査
票
、
校
舎

平
面
図
、
施
設
設
備
、
寄
付
金
収
受
高
調
査
等
で
あ
っ
た
○
学
事
係

で
は
、
人
事
係
を
加
え
て
、
そ
れ
を
も
と
に
「
勤
労
学
校
改
組
計
画

案
」
を
作
成
し
た
。

各
学
校
ご
と
の
変
更
計
画
等
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

校 名 学級｜性別|生徒数|備考

50語

奈
一
空リーニトバク、が ５１Ｚｒｌ３２Ｕ 

更Ｉ４０

r1 

L｣ 

ｒｌ９０ 

釦

男ZｚｅＩ８０

１ 
夜間部’４ 160 

注１．「変更計画案」より作成。

２．豊崎勤労学校は、原案が修正されて上記のようになった。

す
る
に
応
じ
て
、
仕
事
が
増
え
へ
父
兄
の
収
入
も
よ
く
な
り
つ
つ
あ
る

こ
と
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
社
会
構
造
に
大
き
な
変
動
が
な
い
以
上
、

子
ど
も
の
置
か
れ
た
状
況
は
、
そ
う
大
き
く
変
っ
て
い
な
い
に
も
拘

ら
ず
、
実
業
学
校
化
等
を
構
想
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
へ
子
ど
も

抜
き
の
改
革
案
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
時
」

期
の
被
差
別
部
落
住
民
ぬ
き
の
同
和
教
育
の
展
開
と
軌
を
一
に
す
る

も
の
で
、
こ
う
し
た
動
き
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
か
ら
め
取
ら
れ
て
い
く

学
校
側
の
一
つ
の
姿
と
し
て
押
さ
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
昭
和
十
五
年
度
末
ま
で
の
学
校
側
の
動
き
で

あ
り
、
後
期
に
近
づ
く
ほ
ど
へ
行
政
に
触
発
さ
れ
て
の
構
想
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

以
上
に
み
る
よ
う
に
、
学
事
係
、
人
事
係
は
、
豊
崎
を
高
等
科
単

独
の
国
民
学
校
に
改
編
す
る
計
画
を
立
案
し
、
「
組
織
変
更
に
伴
う

経
費
概
算
」
も
算
出
し
た
。
一
一
一
校
の
給
料
、
需
用
費
、
校
舎
費
を
含

め
て
、
勤
労
学
校
を
存
続
す
れ
ば
、
九
○
、
四
一
一
一
七
円
必
要
の
と
こ

ろ
を
全
部
国
民
学
校
な
ら
ば
、
四
八
、
一
一
一
一
一
一
○
円
、
豊
崎
を
高
等
家

政
女
学
校
に
、
他
を
国
民
学
校
と
し
た
場
合
五
七
、
○
九
四
円
の
必

要
額
に
な
る
こ
と
を
添
え
て
、
学
事
係
と
し
て
、
こ
の
案
で
進
行
し

て
よ
い
か
ど
う
か
を
十
五
年
六
月
七
日
付
で
教
育
部
長
宛
、
伺
い
の

起
案
を
起
こ
し
た
。

総
動
員
体
制
に
入
り
、
し
か
も
、
国
民
学
校
制
度
実
施
を
翌
年
に

ひ
か
え
た
昭
和
十
五
年
度
に
入
る
と
行
政
側
も
具
体
的
に
動
き
出

す
。
も
ち
ろ
ん
、
前
年
度
ま
で
の
行
政
と
学
校
側
の
資
料
の
や
り
取

り
を
通
し
て
一
定
の
見
込
み
が
立
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
昭
和
十
五
年
度
は
、
勤
労
学
校
解
消
、
国
民
学
校
転
換
に
至
る

第
二
段
階
で
あ
る
と
い
え
ろ
。
ｌ

大
阪
市
教
育
部
は
、
四
月
・
五
月
を
か
け
て
、
勤
労
学
校
の
実
態
を

と
ら
え
る
た
め
に
精
力
的
に
調
査
を
行
い
、
資
料
作
成
を
急
い
だ
。

三
勤
労
学
校
ご
と
の
「
沿
革
の
大
要
」
、
職
員
数
、
在
籍
児
童

③
国
民
学
校
化
の
具
体
的
構
想

勤
労
学
校
組
織
変
更
ノ
件

伺

豊
崎
、
徳
風
及
有
隣
ノ
三
勤
労
学
校
〈
何
レ
モ
小
学
校
二
類
ス
ル
各
種

学
校
ト
シ
テ
設
置
サ
レ
居
候
処
国
民
学
校
実
施
ノ
昭
和
十
六
年
度
ヨ
リ

別
紙
計
画
案
二
基
キ
組
織
変
更
ノ
準
備
相
違
〆
可
然
哉

計
画
案
概
要

豊崎〈高等国民学校又〈娘辮鰄柵鮒学校
徳
風
ハ
国
民
学
校
（
初
等
科
及
高
等
科
）

有
隣
〈
右
同

備
考一
、
三
校
全
部
ヲ
国
民
学
校
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
教
員
粭
府
費
支
弁
ト
ナ

Ⅲ
目
シ
一
一
学
級
ノ
減
少
卜
す
ぐ
・
・
…
・
…
：
．
…
Ｉ

！ 
ﾉレ

ニ

則
十
ｌ
Ｉ
ｋ
Ｉ
１
依
り
十
五
年
度
予
算
一
一
比
シ
約

■
 

●
０
ケ
し
し
田
卜
８
８
げ
ひ
ケ
、
鷹
し
Ｐ
Ｐ
Ｅ
ト
ｂ
０
ｈ
Ｅ
←
■
腰
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以
上
の
大
阪
市
段
階
の
準
備
を
経
て
、
「
小
学
校
一
一
類
ス
ル
各
種

学
校
廃
止
ノ
件
」
（
教
甲
第
五
八
○
三
号
）
を
十
五
年
九
月
九
日
付

で
大
阪
市
長
か
ら
大
阪
府
知
事
に
、
認
可
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
大
阪
府
に
お
い
て
、
そ
の
認
可
を
す
る
に
は
、
な

お
、
調
査
の
必
要
が
あ
り
、
府
学
務
部
長
は
十
五
年
十
月
二
日
付
文

書
「
小
学
校
二
類
ス
ル
各
種
学
校
廃
止
ノ
件
照
会
」
を
大
阪
市
長
宛

て
発
し
、
次
の
四
点
を
た
ず
ね
て
き
て
い
ろ
。

｜
点
は
「
各
種
勤
労
学
校
別
に
創
立
以
降
累
年
児
童
数
竝
一
一
各
年

ノ
入
学
者
及
卒
業
者
数
」
で
あ
り
、
一
一
点
は
、
「
現
在
在
学
児
童
一
一

対
ス
ル
給
食
其
ノ
他
施
設
処
遇
ノ
状
況
竝
一
一
廃
止
後
二
於
ケ
ル
之
等

児
童
処
遇
ノ
見
込
状
況
」
で
あ
り
、
三
点
は
「
学
校
廃
止
二
伴
う
貧

困
階
層
二
対
ス
ル
家
庭
経
済
一
一
及
ボ
ス
影
響
ノ
有
無
見
込
」
で
あ

り
、
四
点
は
「
最
近
一
一
狐
サ
ル
各
学
校
別
教
員
数
、
俸
給
月
額
一
人

当
月
平
均
額
」
で
あ
っ
た
。

大
阪
府
と
し
て
、
勤
労
学
校
の
貧
民
階
層
の
児
童
の
教
育
に
い
か

な
る
効
果
が
あ
っ
た
の
か
を
量
的
・
質
的
に
把
握
す
る
た
め
の
資
料

と
し
て
請
求
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
よ
う
。
廃
止
後
の
影
響
の
見
込

名
を
、
豊
崎
第
四
（
六
四
名
）
、

名
）
、
そ
の
他
六
校
（
二
八
名
）

で
あ
る
。

ｕ
国
民
学
校
化
の
実
現

決
裁
の
曰
を
示
し
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
同
日
又
は
、
そ
れ
に

近
い
曰
に
決
裁
さ
れ
、
Ｇ
Ｏ
サ
イ
ン
が
出
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ろ
。

そ
の
後
の
推
移
を
み
ろ
と
、
大
き
く
変
更
さ
れ
た
の
は
、
直
接
、
国

民
学
校
に
変
更
す
る
の
で
は
な
く
、
－
た
ん
小
学
校
に
し
て
他
の

学
校
同
様
、
国
民
学
校
に
名
称
変
更
す
る
点
と
、
豊
崎
を
家
政
女
学

校
に
す
る
案
を
廃
し
、
高
等
国
民
学
校
案
（
第
一
案
）
を
選
ん
だ
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
女
子
の
み
を
対
象
に
し
た
の
も
大
き
な
変
一
臭

で
あ
っ
た
。

ほ
ぼ
、
以
上
の
構
想
を
教
育
部
と
し
て
の
改
革
案
と
し
て
作
成
、

議
案
第
一
五
五
号
「
小
学
校
二
類
ス
ル
各
種
学
校
廃
止
竝
小
学
校
設

置
ノ
件
」
と
し
て
市
会
に
大
阪
市
長
名
で
提
出
、
昭
和
十
五
年
八
月

一
一
十
六
日
に
議
決
さ
れ
た
。

豊
崎
勤
労
学
校
を
豊
崎
女
子
高
等
小
学
校
に
、
徳
風
勤
労
学
校
を

徳
風
尋
常
高
等
小
学
校
に
、
右
隣
勤
労
学
校
を
有
隣
尋
常
高
等
小
学

弧茄に枅叩ノ市費減少トナル
ー
、
豊
崎
ヲ
実
業
学
校
ト
シ
他
二
校
ヲ
国
民
学
校
ト
セ
パ
十
五
年
度
予

算
二
比
シ
約
三
万
三
千
円
ノ
市
費
減
少

要
ト
ス

（
注
、
傍
線
の
部
分
は
起
案
か
ら
決
裁
の
過
程
で
付
け
加
え
ら

れ
た
、
又
は
右
の
語
句
に
修
正
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
）

且
シ
向
年
度
ニ
展
テ
葭
時
部
約
五
万
円
（
設
億
書

１
１
 

第
五
二
○
名
）
、
第
一
（
五

へ
ふ
り
分
け
ろ
予
定
を
立
て
た
の

を
質
し
た
三
点
目
は
、
貧
民
階
層
の
財
政
的
負
担
と
そ
こ
か
ら
生
じ

る
不
就
学
児
童
の
増
大
は
府
当
局
の
最
も
心
配
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

（
Ｍ
）
 

大
阪
市
教
育
部
は
、
こ
の
照
会
に
接
し
た
十
月
一
二
日
、
早
速
、
教

育
部
と
し
て
回
答
作
業
に
着
手
す
る
。
例
え
ば
、
学
事
係
は
同
日

付
で
三
勤
労
学
校
長
宛
、
一
点
目
及
四
点
目
の
回
答
を
求
め
て
い

（
宙
）

ろ
。こ
の
よ
う
に
作
業
を
経
て
、
大
阪
府
に
回
答
し
た
の
は
十
一
月
二

日
で
あ
っ
た
。
注
目
さ
れ
る
三
点
目
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
回
答

し
て
い
ろ
。
即
ち
有
隣
・
徳
風
に
つ
い
て
は
、
「
家
庭
ノ
状
況
一
一
応

シ
学
用
品
ノ
支
給
、
給
食
並
被
服
ノ
貸
与
又
ハ
其
ノ
生
活
費
ノ
｜
部

ヲ
補
助
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
徳
風
、
有
隣
ノ
両
勤
労
学
校
ハ
之
ヲ
廃

止
ス
ル
モ
事
実
上
ハ
其
組
織
ヲ
小
学
校
一
一
変
更
ス
ル
ー
ー
止
リ
従
来
通

り
其
ノ
方
面
ノ
貧
困
児
童
ノ
ミ
ヲ
夫
々
収
容
シ
テ
従
前
通
リ
ノ
児
童

処
遇
ヲ
為
ス
」
と
従
来
と
変
更
の
な
い
こ
と
を
述
べ
、
豊
崎
に
つ
い

て
は
、
「
一
般
小
学
校
一
一
収
容
ス
ル
モ
」
「
本
市
児
童
就
学
奨
励
規

程
一
一
基
キ
貧
困
家
庭
ノ
児
童
一
一
対
シ
テ
ハ
学
用
品
、
食
物
ノ
給
与
等

ヲ
ナ
ス
予
定
ナ
ル
ヲ
以
テ
何
レ
モ
貧
困
階
層
ノ
家
庭
経
済
一
一
影
響
ヲ

来
サ
」
な
い
と
主
張
し
て
い
ろ
。
ち
な
み
に
、
十
五
年
度
は
二
万

八
八
七
三
円
の
予
算
を
計
上
、
十
六
年
度
は
必
要
経
費
を
計
上
し
て

「
貧
困
児
童
ノ
処
遇
一
一
遺
憾
ナ
キ
ヲ
期
ス
ル
次
第
」
と
回
答
し
て
い

（
咽
）

ろ
。
な
お
、
こ
こ
に
い
う
「
本
市
児
童
就
学
奨
励
規
程
」
と
は
、
大

校
に
変
更
（
法
的
に
は
、
廃
止
措
置
）
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
議

案
に
は
開
校
年
月
日
は
「
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
」
と
印
刷
さ
れ
て

い
ろ
。

市
会
で
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
勤
労
学
校
を
廃
止
し
、
小
学
校
に
改

廃
す
る
理
由
を
、
「
国
民
学
校
制
度
ノ
精
神
ハ
本
校
ノ
特
色
ト
モ
云

フ
ベ
キ
勤
労
、
実
践
ノ
精
神
一
一
合
致
ス
ル
モ
ノ
デ
ァ
リ
マ
シ
テ
国
民

学
校
実
施
ノ
暁
ハ
勤
労
学
校
ト
シ
テ
一
般
小
学
校
ト
異
ル
特
別
ナ
組

織
ノ
学
校
ヲ
存
立
セ
シ
メ
ル
意
義
力
薄
弱
ト
ナ
ッ
テ
来
夕
」
こ
と
、

勤
労
学
校
で
は
二
股
的
陶
冶
ノ
時
数
少
キ
ー
一
失
シ
ソ
レ
ガ
為
卒
業

（
、
）

後
社
会
的
ニ
モ
進
学
上
ニ
モ
劣
勢
ヲ
免
レ
ナ
ィ
」
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
塗
‐
備
段
階
で
繰
返
し
い
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
ろ
。

問
題
は
、
一
般
小
学
校
へ
改
編
し
た
場
合
の
他
校
区
か
ら
来
て
い

る
児
童
の
扱
い
で
あ
っ
た
。
市
会
に
提
出
さ
れ
る
際
に
ま
と
め
ら
れ

た
「
児
童
ノ
収
容
並
処
分
方
法
」
を
み
ろ
と
、
徳
風
、
有
隣
両
校
の

場
合
は
、
「
本
科
児
童
ハ
何
レ
モ
新
設
小
学
校
ノ
相
当
学
年
一
一
全
部

収
容
」
し
、
「
高
等
科
ハ
昭
和
十
六
年
度
第
一
学
年
ノ
ミ
ヲ
収
容
シ

翌
十
七
年
度
二
於
テ
完
成
ス
」
ろ
こ
と
と
な
り
、
収
容
の
み
に
限
っ

て
い
え
ば
、
全
く
の
変
更
も
な
い
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。

有
隣
・
徳
風
両
校
の
措
置
に
対
し
て
豊
崎
の
場
合
は
、
単
独
高
等

国
民
学
校
と
な
る
だ
け
に
、
そ
れ
ま
で
通
学
し
て
い
た
本
科
の
児
童

の
転
学
先
に
つ
い
て
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
五
○
名
の
児
童
中
、
第
六
学
年
卒
業
予
定
者
を
除
い
た
一
一
一
三

Ｉ
Ｆ
Ｏ
剛
剛
田
は
』
酔
い
ｈ
Ｒ
１
ｆ
５
ｋ
ｆ
ｗ
脇
ｉ
慨
畝
畉
迅
８
Ｆ
砂
野
肝
！
；
Ⅳ
僻
ｉ
旨
曰
＄
ｉ
⑨
ら
け
便
“
慨
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｄ
似
Ｉ
ａ
ｌ
Ｉ
ｒ
Ｅ
ｌ
ｉ
肢
Ｄ
ｒ
ｒ
Ｌ
・
Ｉ
ｌ
ｒ
炉
！
…
＃
！
』
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十
四
年
三
月
一
一
一
十
一
日
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、
大
阪
府
は
同
年
十
一
一
月
十
六
日
付
、
大

阪
府
指
令
学
学
第
四
一
一
三
四
号
「
豊
崎
勤
労
学
校
外
一
一
勤
労
学
校
を

昭
和
十
六
年
一
一
一
月
一
一
一
十
一
日
限
り
廃
止
ノ
件
認
可
」
し
、
同
四
一
一
一
一
一

五
号
で
、
小
学
校
の
設
置
を
認
可
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の

際
、
特
に
大
阪
府
学
務
部
長
名
で
、
「
小
学
校
二
類
ス
ル
各
種
学
校

廃
止
ノ
件
」
（
学
第
四
一
一
三
四
号
）
を
大
阪
市
長
宛
に
発
し
、
勤
労

学
校
廃
止
後
は
「
貧
困
児
童
一
一
対
ス
ル
就
学
二
関
シ
テ
ハ
一
層
配
意

相
成
ル
コ
ト
ト
存
侯
へ
共
旧
豊
崎
勤
労
学
校
二
在
学
シ
タ
ル
児
童
竝

二
其
ノ
方
面
二
於
テ
将
来
入
学
ス
ヘ
キ
貧
困
児
童
一
一
対
シ
テ
ハ
特
二

其
ノ
家
庭
経
済
二
留
意
シ
就
学
奨
励
上
萬
遺
憾
ナ
キ
ヲ
期
セ
ラ
レ
度

此
段
及
通
牒
候
也
」
と
初
等
科
を
持
た
な
い
豊
崎
高
小
と
貧
困
児
童

（
Ⅳ
）
「

に
対
す
る
配
慮
を
喚
起
し
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
大
阪
市
は
、
昭
和
十
六
年
二
月
四
日
豊
崎
の
あ
る

東
淀
川
区
、
有
隣
の
あ
る
浪
速
区
、
徳
風
の
あ
る
西
成
区
長
に
宛
て

て
、
設
置
改
廃
を
通
告
す
る
と
と
も
に
、
各
学
校
に
通
知
す
る
よ
う

命
じ
た
の
で
あ
る
。
東
淀
川
区
長
宛
て
の
通
告
に
よ
れ
ば
、
「
将
来

其
ノ
方
面
二
於
ケ
ル
貧
困
児
童
一
一
対
シ
テ
ハ
特
二
其
ノ
家
庭
経
済
二

留
意
シ
就
学
奨
励
上
万
遺
憾
ナ
キ
ヲ
期
ス
ベ
キ
旨
大
阪
府
ヨ
リ
通

牒
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
書
き
添
え
注
意
を
喚
起
し
て
い
ろ
。
ま
た
、

豊
崎
校
に
は
、
北
、
旭
区
内
よ
り
通
学
し
て
い
る
児
童
の
あ
る
こ
と

を
ふ
ま
え
、
両
区
長
に
対
し
て
同
様
の
通
知
を
送
っ
て
い
ろ
。

（
１
）
『
大
大
阪
』
第
一
六
巻
第
六
号
、
昭
和
十
五
年
六
月
号
、
一
二
’
一

三
頁

（
２
）
『
毎
日
新
聞
』
昭
和
十
五
年
八
月
二
十
五
日
、
中
央
社
会
事
業
協
議

会
理
事
長
赤
木
幹
治
の
論
説

（
３
）
『
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
五
年
十
一
月
九
日

（
４
）
安
川
寿
之
輔
「
水
平
運
動
と
教
育
」
（
『
部
落
問
題
の
教
育
史
的
研

究
』
部
落
問
題
研
究
所
、
一
九
七
八
年
）
’
五
八
頁

も
っ
と
も
大
政
翼
賛
運
動
に
組
み
込
ま
れ
て
、
急
速
に
転
回
し
た
の

で
は
な
い
。
気
運
は
徐
々
に
醸
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

昭
和
十
五
年
二
月
一
日
発
行
の
『
融
和
時
報
』
（
’
五
九
号
）
大
阪
公

道
会
版
に
は
、
「
心
あ
る
同
志
よ
大
陸
に
行
け
〃
」
と
題
し
て
「
農
村

マ
マ

の
次
男
一
二
男
坊
は
須
ろ
く
青
少
年
義
勇
軍
に
、
健
康
な
る
世
帯
主
は
集

団
開
拓
民
と
し
て
満
蒙
の
地
へ
、
又
商
工
都
市
の
若
人
は
商
工
移
民
と

し
て
満
蒙
へ
、
北
支
へ
、
然
し
て
新
大
陸
へ
大
和
民
族
の
根
を
確
と
植
・

え
、
五
族
を
指
導
し
、
東
亜
の
民
族
を
し
て
八
紘
一
宇
の
皇
国
精
神
に

依
り
開
放
し
共
有
共
栄
の
新
東
亜
の
契
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
こ
と
を

訴
え
、
満
洲
移
植
を
す
す
め
て
い
た
（
原
田
伴
彦
・
渡
部
徹
編
『
融
和

時
報
』
第
五
巻
、
’
一
一
一
書
房
、
一
九
八
一
一
一
年
、
一
一
一
五
二
頁
参
照
）
○
二

（
５
）
以
下
の
記
載
は
す
べ
て
同
資
料
及
び
添
付
書
類
に
よ
る
。
添
付
書
類

以
外
は
『
大
阪
同
和
教
育
史
料
集
』
第
五
巻
、
二
五
一
一
’
一
一
五
一
一
一
頁
。

（
６
）
文
部
省
『
学
制
百
年
史
』
四
六
七
頁

（
７
）
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
一
五
巻
、
二
六
七
頁
、
二
七
一
’
一
一

七
五
頁
。
但
、
正
式
名
称
は
「
国
民
学
校
、
師
範
学
校
及
幼
稚
園
一
一
関

ス
ル
件
答
申
」

浪
速
、
西
成
区
長
に
対
し
て
は
、
有
隣
・
徳
風
に
在
学
し
て
い
ろ

「
児
童
ハ
今
回
設
置
ノ
有
隣
（
徳
風
）
尋
常
高
等
小
学
校
ノ
相
当
学

年
二
夫
々
引
継
収
容
ス
ル
」
こ
と
及
び
、
通
学
区
域
に
つ
い
て
は
、

「
従
来
ノ
方
法
ニ
依
り
児
童
ヲ
入
学
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
従
テ
本

（
烟
）

稜
ハ
通
学
区
域
ヲ
設
ケ
」
な
い
こ
と
｛
と
通
知
し
た
の
で
一
の
る
。

こ
う
し
て
一
一
一
勤
労
学
校
は
、
昭
和
十
六
年
三
月
一
一
一
十
一
日
に
尋
常

高
等
小
学
校
、
女
子
高
小
学
校
に
転
換
し
、
翌
四
月
一
日
国
民
学
校

令
に
よ
る
国
民
学
校
と
な
っ
た
。

戦
争
へ
の
急
坂
を
こ
ろ
げ
落
ち
て
い
た
時
期
、
貧
し
い
子
ど
も
の

た
め
の
学
校
は
認
め
な
い
と
い
う
の
が
本
案
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
一
片
の
通
知
で
、
貧
困
の
淵
に
あ
る
子
ど
も
が
救
わ
れ
た
か
ど
う

か
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
不
就
学
へ
と
落
ち
込
ん

だ
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
資
料
不
足
で
確
認
し
得
て
い
な

い
。
し
か
し
、
戦
後
、
西
成
・
浪
速
両
区
に
認
め
ら
れ
た
多
数
の
不

就
学
児
、
昭
和
三
十
年
代
に
入
っ
て
設
置
さ
れ
た
あ
い
り
ん
小
・
中

学
校
の
存
在
は
一
つ
の
解
答
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。
実
態
を
変
え
る

施
策
な
く
し
て
解
決
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
学
校
が
廃
さ
れ
、
通
学
す
べ
き
学
校
へ
も
ど
る
子
ど
も
た

ち
の
心
境
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
「
貧
民
学
校
」

か
ら
の
転
入
生
と
し
て
哀
れ
み
と
べ
っ
視
の
な
か
で
む
か
え
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ろ
。

（
８
）
『
ど
ん
ぞ
こ
の
こ
ど
も
』
二
五
四
頁
■

（
９
）
以
下
「
実
業
学
校
二
組
織
変
更
ノ
場
合
ノ
資
料
（
付
養
護
学
園
ノ
開

設
）
」
に
よ
る
（
『
大
阪
同
和
教
育
史
料
集
』
第
五
巻
、
二
五
九
頁
）

（
Ⅲ
）
「
実
業
学
校
二
組
織
変
更
ノ
場
合
ノ
資
料
」

（
ｕ
）
本
案
に
付
さ
れ
た
「
廃
校
資
料
」
の
な
か
の
「
児
童
貯
金
ヨ
リ
眺
メ

タ
シ
勤
労
」
よ
り
貯
金
額
は
、
有
隣
四
○
○
○
円
、
徳
風
二
○
○
○

円
、
豊
崎
一
一
一
二
○
円
（
徳
風
の
貯
金
額
は
『
ど
ん
ぞ
こ
の
こ
ど
も
』
二

一
六
頁
に
も
あ
り
、
こ
ち
ら
が
正
確
か
。
二
一
四
頁
以
下
参
照
）

（
⑫
）
「
議
案
一
五
五
号
小
学
校
二
類
ス
ル
各
種
学
校
廃
止
並
小
学
校
設
置

ノ
件
二
関
ス
ル
行
政
側
説
明
準
備
資
料
」
（
『
大
阪
府
同
和
教
育
史
料

集
」
第
五
巻
、
二
八
六
頁
）

（
ご
大
阪
市
長
宛
大
阪
府
学
務
部
長
発
「
小
学
校
二
類
ス
ル
各
種
学
校
廃

止
ノ
件
照
会
」
昭
和
十
五
年
十
月
二
日

（
ｕ
）
同
文
書
の
収
容
印
に
付
さ
れ
た
印
か
ら
明
ら
か
で
あ
る

（
ご
「
児
童
数
調
査
ノ
件
」
（
『
大
阪
府
同
和
教
育
史
料
集
』
第
五
巻
、

一
一
七
六
’
二
七
九
頁
）

（
略
）
「
小
学
校
二
類
ス
ル
各
種
学
校
廃
止
一
一
関
ス
ル
件
」
昭
和
十
五
年
十

一
月
一
一
日
（
同
前
、
一
一
七
九
’
二
八
○
頁
）

（
Ⅳ
）
一
連
の
史
料
は
『
大
阪
府
同
和
教
育
史
料
集
』
第
五
巻
、
二
八
四
頁
。

（
ご
「
勤
労
学
校
廃
止
並
小
学
校
設
置
認
可
二
付
通
知
一
件
」
昭
和
十
五

年
十
一
一
月
十
八
日
起
案
、
十
六
年
二
月
一
一
一
日
決
裁
、
二
月
四
日
実
施

（
同
前
、
二
八
一
一
一
’
二
八
四
頁
）

＃ 
ｉ
…
 


